
第 1 回 ｢ 産科医療補償制度運営委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 0 年 7 月 1 4 日 (月 ) 午後 4 時 0 0 分~ 6 時 2 3 分

場所 : 日 本医療機能評価機構大会議室

財団法人 日 本医療機能評価機構
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○ 山 田部長 (事務局) ま こ と に恐れ入 り ますが委員会を 開始いた し ます前に 、 資料の確

認をお願いいた します。

一番上に運営委員会名簿が ご ざいます。 次に運営委員会規則が ご ざいます。

それか ら 、 次第が ご ざいます。

次第の 1 ページをおめ く り いただき ま して 、 議事の資料が ご ざいます。

それか ら 、 資料一覧が ご ざいます。

資料 1 が 、 産科医療補償制度についてでご ざいます。

資料 2 が 、 産科医療補償制度についての報告書の概要でご ざいます。

資料 3 が 、 ポス タ ー 、 パ ンフ レ ッ ト でご ざいます。

資料 4 が 、 産科医療補償制度原因分析の実務運用 に関する報告書でご ざいます。

資料 5 が 、 分娩事故判例分析~裁判例に学ぶ事故原因 と 再発防止策~でご ざいます。

資料 6 が 、 医療事故死の調査分析に係 る研究でございます。

それか ら 、 参考資料 と いた しま し て 、 産科医療補償制度運営組織準備委員会報告書、 産

科医療補償制度設計に係 る 医学的調査報告書、 及び産科医療補償制度標準補償約款が ご ざ

います。

以上で ございます。 落丁等ご ざいま した ら 、 よ ろ し く お願いいた します。

1 . 開会

○ 山 田部長 (事務局)

それでは 、 時間 にな り ま した の で、 ただいま か ら第 1 回産科医療補償制度運営委員会を

開催いた します。

まず、 本 日 ご出席の委員の方々 を紹介 させていただき ます。

池 ノ 上委員でい ら っ しゃ います。

岡本委員でい ら っ し ゃいます。

勝村委員でい ら っ しゃいます。

木下委員でい ら っ し ゃいます。

五阿弥委員でい ら っ しゃいます。

小林委員でい ら っ しゃいます。

近藤委員でい ら っ し やいます。

鈴木委員でい ら っ しゃいます。

辻本委員でい ら っ しゃいます。

戸苅委員でい ら っ しゃいます。

宮澤委員でい ら っ しゃ います。

上 田委員でい ら っ しゃ います。

ま た 、 本 日 は大変 ご多忙の なか、 厚生労働省 よ り 医政局総務課野 田課長補佐様にオブザ

ーバー と して ご出席をいただいてお り ます。

･ 2 ･



なお 、 伊藤委員 、 河北委員は、 都合に よ り 遅れて 出席 される と い う こ と に な っ てお り ま

す。 よ ろ し く お願いいた します。

それでは 、 初め に 、 財団法人 日 本医療機能評価機構の寄附行為に従っ て設置いた し ま し

た産科医療補償制度運営委員会規則について説明 を 申 し上げます。 2 ページに な っ ている

と 思いますが 、 簡単に要点だけ を 申 し上げます。

目 的で ご ざいますけれ ど も 、 こ の規則の 目 的は、 寄附行為第 34 条並びに施行規則第 3 条

の規定に基づき ま して 、 運営委員会の組織及び運営に関する 事項を定め る こ と を 目 的 と し

てお り ます。

委員会は、 執行理事の諮問に応 じて 、 運営に関する事項を審議いた します。

組織等でご ざいますけれ ど も 、 委員会は、 20 名 以内の委員を も っ て組織 し 、 委員の任期

は 、 2 年以 内で ご ざいます。 ただ し 、 再任を妨げない と い う こ と に な っ てお り ま す。 それ

か ら 、 補欠又は増員に よ り 委嘱 さ れま した委員の任期は、 前任者又は現任者の残任期間 と

な っ てお り ます。 委員長 1 名 を理事長が指名す る と い う こ と に なっ てお り ます。 それか ら 、

委員長は、 あ ら か じめ委員長代理を指名 してお く こ と ができ る と い う 規定が ご ざいます。

第 4 条で ご ざいますけれ ど も 、 委員会は委員長が招集する と い う こ と になっ てお り ます。

委員会は 、 委員の過半数の出席がな ければ、 開会する こ と ができ ません。 今回は 、 20 名 の

委員の方で 14 名 出席 していただいてお り ますので、 成立 してお り ます。 それか ら委員会の

議事は 、 出席 した委員の過半数を も っ て決 し 、 可否同数の場合は 、 委員長の決する と こ ろ

に よ り ま す。

守秘事項でご ざいますけれ ど も 、 委員会は審議の 内容を他に漏 ら して はな ら ない と い う

こ と にな っ てお り ます。

それか ら 、 会議の非公開でご ざいますけれ ど も 、 委員会の審議は公開 と いた します。 た

だ し 、 特段の事情が あ る場合は非公開 と する こ と ができ る と い う 規定に なっ てお り ます。

委員会の庶務は、 運営部において処理いた します。

2 ページ 目 で ご ざいますけれ ど も 、 委員会の運営等に関 し必要な事項は 、 理事長が別に

定め る と い う 規定を雑則で設けてお り ます。 以上で ご ざいます。

次に 、 委員長の指名 についてでご ざいます。 委員長の指名 につ き ま して は 、 規則に よ り

理事長が指名する こ と にな っ てお り ます。 つ き ま し て は 、 坪井理事長の指名 に よ り 、 上 田

専務理事にお願い したい と い う こ と で ご ざいます。 各委員 におかれま して は 、 何 と ぞよ ろ

し く お願い 申 し上げます。

(全員拍手)

○ 山 田部長 (事務局) ど う ぞよ ろ し く お願いいた します。

それでは、 上田委員 に ご挨拶をお願い 申 し上げます。

○上 田委員長 皆様 、 本 日 は大変お忙 しいなか、 第 1 回の産科医療補償制度運営委員会に

お集ま り いただき ま して ま こ と に あ り が と う ご ざいます。 私は 、 財団法人 日 本医療機能評

価機構の専務理事で 、 こ の委員会の委員長を務 め させていただき ます上 田です。 ど う か よ
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る し く お願い します。

会議に あた り ま して 、 一言 ご挨拶を 申 し上げます。

本年 1 月 23 日 に産科医療補償制度運営組織準備委員会に よ り 本制度に関する報告書がま

と め ら れま して 、 そ して 、 こ れを受けて これま で制度の具体化に 向 けて準備が進め ら れて

き てい る と こ ろ で ご ざいます。 後 ほ ど報告が ご ざいますが 、 昨年よ り こ の準備委員会は 12

回開催 されま した。 ま た 、 調査専門委員会 も 5 回 にわた り 開催 されま したが 、 これまで本

制度の発足に 向 けて多 く の方々 に ご支援 ･ ご協力 を賜 り ま した。 本 日 ご出席いただいてお

り ま す運営委員の皆様方に は 、 先ほ どの委員会を通 じま し て 、 あ る いはその他 さ ま ざま な

形でご支援 ･ ご指導賜っ て き た も の と 存 じ ます。 こ の場をお借 り し ま し て改めて御礼を 申

し上げます。

皆様方のおかげを も ち ま して 、 こ の度、 本制度の核 と な る標準補償約款が確定 し 、 そ し

て本制度を支え る保険商品 も認可を受 けま した。 い よ い よ 来年 1 月 の制度開始に 向 け 、 本

格的に準備を進め る こ と ができ る よ う に な っ た と こ ろでご ざいます。

本 日 は 、 こ れま での経緯や、 現在確定 し てい る制度の概要 、 運営体制につ き ご報告を 申

し上げる と と も に 、 当 面の課題等につ き ご説明 を させていただき 、 皆様方の ご意見を賜 り

たい と 考 えてお り ます。 ま た 、 今後 も公的な性格を持つ本制度の運営が適切に行われる よ

う 、 節 目 ご と に皆様方の ご意見を賜 り なが ら進めて ま い り たい と 思いますので 、 よ ろ し く

お願いいた します。

以上を も ち ま して 、 簡単ではご ざいますが 、 冒頭の ご挨拶 と さ せていただき ます。 あ り

が と う ご ざいま した。

○ 山 田部長 (事務局) それでは 、 議事進行を これに よ り 上 田委員長にお願い 申 し上げま

す。

○上 田委員長 それでは 、 よ ろ し く お願い します。

まず、 議事に入 る前に 、 先ほ どの委員会規則でも お話が ご ざいま したが 、 委員長代理に

ついてお願いが ご ざいます。 本 日 は ご欠席ではご ざいますが 、 こ の制度 につ き ま していろ

い ろ な面で ご尽力 をいただいてお り ま す 日 本産科婦人科学会の常任理事であ られます岡井

委員に委員長代理をお願い したい と 存 じ ます。 ど う ぞ よ ろ し く お願い したい と 思います。

よ ろ しいで し ょ う か。 あ り が と う ご ざいます。

それでは、 これか ら議事次第に従いま して 、 議事を務め さ せていただき ます。

2 . 議事

1 ) 産科医療補償制度について

( 1 ) 制度の経緯

( 2 ) 制度の概要

○上 田委員長 まず 、 最初の産科医療補償制度についてで ご ざいま して 、 その う ち 、 (1)

制度の経緯、 (2)制度の概要について事務局か ら ご説明 をお願い します。
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○後 技監 (評価機構) それでは 、 制度の経緯について 、 まず 、 ご説明 申 し上げます。

議事次第のついてお り ます資料の 1 ページをお開 き いただき たい と 思います。

1 ページ 目 は 、 1)産科医療補償制度について と い う 見出 し に な っ てお り ま す。 そ の (1滞り

度の経緯について ご説明 を 申 し上げます。

①で ご ざいますけれ ど も 、 まず、 分娩時の医療事故では 、 過失の有無の判断が困難な場

合が多 く 、 裁判で争われる傾向が あ り 、 こ の よ う な紛争が多い こ と が産科医不足の理由 の

一つであ る と 言われてお り ます。 そ こ で安心 し て産科医療 を受け ら れる環境整備の一環 と

して 、 分娩に係 る 医療事故に よ り 障害が生 じた患者に対 して救済をする こ と 。 それか ら紛

争の早期解決を図 る こ と 。 そ して事故原因の分析を通 して産科医療の質の 向上を図 る と い

う 、 こ う い う 仕組みでご ざいます ｢産科医療におけ る無過失補償制度の枠組みについて ｣

が 、 平成 18 年 11 月 29 日 に与党 ｢医療紛争処理の あ り 方検討会｣ に よ っ て決定を されてお

り ます。 こ の検討会については 、 ま た⑤の と こ ろ で出てま い り ます。

続 き ま して②であ り ますけれ ど も 、 厚労省 、 それか ら 日 本医師会等か ら私 ど も評価機構

に対 し ま して 、 公正中立な第三者機関 と しての評価機構に対 しま して こ の運営組織を設置

して ほ しい と い う ご要望が ご ざいま した こ と か ら 、 当機構が本制度の運営に向 けて準備委

員会を設置 し 、 調査、 制度設計等について検討を行っ てき た と こ ろ でご ざいます。

そ して 、 その検討の具体的な 中身でございますが 、 ③でご ざいます。 具体的には 、 19 年

2 月 よ り 産科医療補償制度運営組織準備委員会、 近藤委員に委員長をお願いいた しま した。

こ れを 12 回開催 してお り ます。 そ して 、 本年 1 月 23 日 に報告書を取 り ま と めてお り ます。

そ して 、 当機構理事長に提出 されてお り ます。

ま た 、 その 間 、 産科医療補償制度の調査専門委員会 、 こ れは鴨下委員に委員長 をお願い

し ま したが 、 こ れを 5 回にわた り 開催いた しま して 、 医学的な調査報告書 と い う 専門的な

内容の報告書を委員会に提出 していただき ま して 、 報告書に反映 された と こ ろ で ご ざいま

す。 本 日 の参考資料のオ レ ンジ色の報告書が 、 こ の準備委員会の報告書に あた り ま す。 そ

れか ら 、 も う 一つ 、 ピ ン ク 色の報告書が医学的調査報告書でご ざいます。

1 月 23 日 ま での経緯は以上でご ざいますが 、 続き ま して 、 その後今 日 に至る ま での経緯

が④でご ざいます。 本年 3 月 2 1 日 に 当機構理事会 ･ 評議員会にお き ま して 、 当機構 と して

本制度の運営組織の受け入れを正式に決定いた しま した。 そ こ で制度発足に 向 けた実務検

討に着手をいた しま した。

続 き ま して⑤です。 本年 5 月 22 日 の与党の検討会 、 こ れが①で出て き た検討会でご ざい

ます。 こ の検討会が 開催 されま して 、 本制度の 開始時期を来年 1 月 か ら の実施 と する と い

う こ と な どの方針が示 されてお り ます。

続 き ま して⑥です。 これ ら に伴い 当機構において報告書、 こ れはオ レ ンジ色の報告書等

を基本に ｢標準補償約款｣ を策定いた しま した 。 こ れが本 日 の参考資料に添付 してお り ま

す 3 枚の紙でご ざいます。 産科医療補償制度標準補償約款 と い う 3 枚の紙が ご ざい ます。

こ の約款を評価機構で策定いた しま して 、 先 日 6 月 27 日 に開催 さ れま した 当機構の理事



会 ･ 評議員会において承認を さ れた と こ ろ で ご ざいます。

続き ま して 、 1 枚お め く り いただき ま して 2 ページに ま い り ま す。 2 ページ 目 の⑦で ご

ざいます。 本制度を支え る損害保険につ き ま して 、 保険引受幹事会社が 7 月 3 日 に保険商

品 と し て金融庁 よ り 認可を取得 してお り ます。 ｢ (参考) 主な動き ｣ と あ り ま すが 、 今、 申

し ま した流れを時系列に書いた も のでご ざいますので、 こ こ は省略 させていただき ます。

続き ま し て 3 ペー ジにま い り ま す。 制度の概要につ き ま し て 、 既に ご存 じの先生 も多い

か と 思いますけれ ど も 、 改めて ご説明いた します。

制度の概要につ き ま して は 、 資料 1 にパ ワーポイ ン ト でつ く り ま したス ラ イ ドの コ ピー

が ご ざいます。 こ ち ら も ご参照いただき なが ら ご説明 申 し上げたい と 思います。 基本的 に

は 、 今 ご覧いただいてお り ます資料本体に基づいて ご説明いた します。

制度の概要でご ざいますが 、 産科医療や小児医療の関係者 、 患者の立場の有識者、 並び

に法律家等 、 さ ま ざま な立場の委員 よ り 議論が行われて報告書が取 り ま と め られま した。

こ の報告書を基に制度設計を行い 、 分娩機関や 自 治体に対 し制度の周知 を図 る と い う こ と

と してお り ます。

そ して 、 アで基本的な考え方、 これはス ラ イ ドの ほ う のページを 1 ページめ く っ ていた

だき ま し て 、 ス ラ イ ドの 2 番 と 3 番に な り ます。 ス ラ イ ドの番号は 、 ス ラ イ ドの右下に小

さ い数字で恐縮ですけれ ど も番号が書かれてお り ます。 ス ラ イ ドの 2 番 と 3 番が基本的な

考え方に な り ます。

そ のス ラ イ ドに書かれてお り ま す こ と は 、 分娩に 関連 して発症 した脳性麻痺の児 、 それ

か ら 家族の経済的負担を速やかに補償す る 。 それか ら原因分析を行っ て将来の 同種事故の

防止に資する情報を提供する と い う こ と な どに よ り 紛争の防止 ･ 早期解決、 産科医療の質

の 向上 を図 る こ と を 目 的 と す る と い う こ と が 、 基本的な考え方のス ラ イ ドの 1 番 目 で ご ざ

います。

それか ら下の段のス ラ イ ド 3 ですけれ ど も 、 産科医療の崩壊を一刻 も早 く 阻止する観点

か ら 、 民間保険を活用 して早急な立ち上げを図 る と い う こ と で ご ざいます。 そ して一番下

の 四角 ですが 、 制度未加入の分娩機関で出生 した児は補償対象 と な り ませんので、 そ う い

う こ と が あ っ てはい けませんので 、 原則 と してすべて の分娩機関が本制度に加入する必要

が あ る と い う 基本的な考え方でご ざいます。

続き ま してイ に ま い り ま す。 補償の仕組み。 こ れはス ラ イ ド番号の 4 番に な り ま す。 分

娩機関 と 妊産婦 ･ 児 と の 間で取 り 交わ した補償約款に基づ き ま して 、 当該分娩機関か ら児

に対 して補償金を支払います。 そ して分娩機関は補償金を支払 う こ と に よ っ て被る損害を

担保す る た め に 、 運営組織が契約者 と な る 損害保険に加入する こ と と な り ます。 そ して 、

運営組織は補償内容について標準補償約款 、 先ほ ど触れま した紙でご ざいますが 、 こ れを

策定 し 、 各分娩機関は これに即 して補償約款を定め る と い う こ と で ございます。

続 き ま して ウ ですが 、 補償対象者。 こ れはス ラ イ ド番号の 5 番 と 6 番にな り ます。 まず、

ス ラ イ ドの 5 番ですけれ ど も 、 補償の対象であ り ますが 、 ｢出生体重 2 ,000g 以上かつ在胎
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週数 33 週以上｣ 又は ｢在胎週数 28 週以上で分娩に際 し所定の要件に該当 した状態｣ と い

う 個別審査の基準を満た した方であ っ て 、 身体障害者等級 1 ･ 2 級相 当 の重度脳性麻痺が

発症 した場合を対象 と してお り ます。

そ して 、 今 申 し ま した個別審査の部分であ り ますけれ ど も 、 こ れがス ラ イ ド番号の 6 番

にな り ます。 個別審査の基準 と してス ラ イ ド 6 番の なかにそ の基準を (1) と (2) の二つ書いて

お り ます。 (1)又は(2)が該当する児 について対象 とする こ と と し てお り ます。 (L泥ま臍帯動脈

の血液の分析に よ っ てアシ ドーシス が認め られる と い う こ と で、 具体的 な数値 と し て は p

H7 . 1 未満。 それか ら 、 (2)は胎児心拍数モニ タ ー において異常なパタ ー ンが認め られた場合

と い う こ と で、 ①は突発性で持続す る徐脈が出現 した場合。 ②、 ③は遅発性一過性徐脈、

変動一過性徐脈 と い う よ う な 、 異常なパター ンが認め られた場合 と い う こ と でご ざいます。

それか ら 、 続 き ま して除外基準でご ざいますが 、 こ れがス ラ イ ドの 7 にな り ます。 ス ラ

イ ドの れこお示 し してい る よ う な先天性の要因 、 それか ら新生児期の要因 、 こ う い っ た基

準に該当する場合は補償の対象か ら除 く と い う こ と に してお り ます。

それか ら 、 本体資料のオにまい り ますが 、 補償の水準でご ざいま して 、 こ れがス ラ イ ド

番号の 8 番にな り ま す。 今回 に至 る ま での準備の過程にお き ま して補償の額が確定いた し

ま した。 補償水準は看護 ･ 介護を行 う 基盤整備のための準備一時金 と して 600 万 円 を支払

います。 それか ら毎年の補償分割金 と して 120 万 円 を 20 回 、 合計で 2, 40 0 万 円 を支払いま

す。 児の生存 ･ 死亡 を問わず給付する と い う こ と と してお り ます。 以上合計いた し ます と 、

補償額の総額は 3, 0 00 万 円 と い う こ と と な っ てお り ます。

続き ま して 、 力 にま い り ま す。 補償申請についてであ り ますが 、 こ れはス ラ イ ドの 9 番

に な り ます。 児や保護者は 、 原則 と して 、 児の満 1 歳の誕生 日 か ら満 5 歳の誕生 日 ま での

間 に分娩機関に補償の 申請を依頼いた します。 そ して分娩機関が運営組織に対 して認定審

査の 申請を行 う と い う こ と と してお り ます。

ただ し 、 ス ラ イ ドに ご ざいます よ う に 、 極めて重症な児の場合であ り ます と 、 6 カ 月 以

降で も 申請可能 と い う こ と と してお り ます。

続き ま して 、 キ にま い り ます。 審査 ･ 原因分析 ･ 再発防止ですが 、 こ れはス ライ ドの 10

番か ら 13 番ま で と な り ます。 こ の流れを 1 枚にま と めた も のがス ラ イ ドの 10 で ご ざいま

す。 ス ラ イ ドの 10 にあ り ます よ う に 、 まず、 流れの 1 番 と して 、 分娩機関が運営組織に対

して補償の 申請を さ れます。 そ し て 2 番 と して 、 運営組織において補償対象の可否を審査

いた します。 そ し て 3 番、 補償金の支払いにな り ま す。 それか ら 4 番ですが 、 それぞれの

事例について原因分析を行います。 そ して右側のイ ラ ス ト に あ り ますが 、 事例情報が整理 ･

蓄積 されてい く と い う こ と に な り ま して 、 その情報を使っ て再発防止を行 う と い う こ と と

な り ます。 最後 、 5 番ですが 、 事例情報について は公開いた します し 、 ま た産科医療の質

の 向上を 図 っ てい く と い う こ と に取 り 組んでま い り ま す。 こ れ ら の流れを一つ一つ分けて

申 します と 、 次のス ラ イ ド 1 1 番にな り ます。

まず、 1 1 番は 、 審査についての 内容でご ざいます。 補償対象か否かは運営組織が一元的

‐ 7 “



に審査す る こ と と し てお り ます。 具体的には審査委員会が行いますけれ ど も 、 医学的専門

知識を有す る産科医や小児科医な どが書類審査の結果を受けてそ の審査結果を最終決定 し

て補償金の支払いに至る と い う こ と で ご ざいます。 そ して 、 ス ラ イ ドの一番下の点線で囲

んであ る なかに書いてお り ま すよ う に 、 分娩機関に損害賠償責任が あ る場合は 、 補償金 と

損害賠償金の調整を行 う と い う こ と と してお り ます。 したが っ て 、 補償金を受け取っ た後 、

ま た は別に損害賠償金を受け る と い う よ う な 、 二重に受け る と い う こ と はでき ない仕組み

と な っ てお り ます。 ま た 、 報告書のなかでは損害賠償責任が あ る場合の一つ と して 、 医学

的な原因分析を行っ てそれで分娩機関に重大な過失が明 ら かであ る と 思料 され る場合 と い

う よ う な場合は、 こ の よ う な対応を取る と い う こ と が書かれてお り ます。

それか ら 、 ス ラ イ ドの 12 に ま い り ます。 原因分析の部分でご ざいます。 こ こ は十分な事

例情報に基づき ま して 医学的な観点で事例を検証 ･ 分析いた しま して 、 そ の結果の報告書

を児その家族それか ら分娩機関 、 こ の双方に フ ィ ー ドバ ッ ク する と い う こ と と してお り ま

す。 そ う して紛争の防止 ･ 早期解決を図 る と い う こ と でご ざいます。

それか ら 、 再発防止ですが 、 これはス ラ イ ドの 13 番に な り ます。 本体資料の 5 ページに

ま い り ます。 運営組織に ｢再発防止委員会｣ を設置いた し ま して 、 原因分析 された一つ-

つの事例情報を体系的に整理 ･ 蓄積 して ま い り ます。 そ して 、 将来の脳性麻痺発症の再発

防止 、 産科医療の質の 向上を図 る と い う こ と を 目 指 して ま い り ます。 具体的 には 、 報告書

を定期的に発行いた し ま した り 、 研修会 を 開催 した り 、 ガイ ド ラ イ ン ･ マニ ュ アルの作成

であ る と か、 あ る いは国が実施する 再教育制度 と の連携を図 っ てい く と い う こ と と してお

り ま す。

そ して 、 本体の資料には 、 ク の部分で補償金 と 損害賠償金の調整が書かれてお り ますが 、

こ れは先ほ ど点線の囲みの部分で 申 し上げま したので省略いた します。

それか ら 、 次にケ にま い り ますが 、 制度の見直 しで ご ざいます。 ス ラ イ ドにいた します

と L4 番にな り ま す。 遅 く と も 5 年後を め どに制度内容について検証 し適宜必要な見直 し を

行 う こ と と し てお り ます。

それか ら 、 本体資料の最後 、 コ で あ り ますけれ ど も 、 こ れは制度その も の の 内容ではな

いのでス ラ イ ドは ご ざいませんが 、 こ の制度は国に も ご支援いただいてお り ますので 、 そ

の 内容を こ こ に記載 してお り ます。 国の支援及び連携 と い う こ と で、 一つ 目 が 7 月 10 日 付

で 、 厚生労働省医政局 よ り 各都道府県並びに文科省 、 総務省等に対 し 、 産科医療補償制度

の普及 ･ 啓発に関する協力依頼の文書が発出 されてお り ます。

それか ら 次の段落で、 厚労省母子保健課か ら都道府県等に対 して 、 保健セ ンター等で母

子健康手帳を交付する 際に 、 リ ー フ レ ッ ト を あ わせて交付する こ と について協力依頼を行

っ てお り ま す。 こ の リ ーフ レ ッ ト は 、 あ と で広報の部分で 申 し上げますが 、 本 日 の資料に

添付 してお り ます。 さ ら に母子健康手帳本体の任意記載項 目 の箇所に産科医療補償制度の

概要を掲載す る こ と について 、 来年度の母子健康手帳の改正に合わせて検討する こ と につ

いて協議を行っ てい る と こ ろでご ざいます。
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それか ら 、 次の段落で 、 厚生労働省は 、 医療機能情報提供制度 、 こ れは都道府県単位で

行 う 、 各医療機関が どんな検査であ る と か治療を行っ てい る かな どの情報提供の こ と であ

り ま すけれ ども 、 こ の制度に本制度の項 目 を追加する等の加入促進策を検討 していただい

てい る と こ ろでご ざいます。

そ して一番下ですが 、 厚労省は 、 本制度の創設に伴い分娩費用の実勢価格の上昇が見込

まれる た め 、 健康保険法施行令に定め る 出産育児一時金での対応を検討 してお られます。

そ して 、 最後 に 、 そ のス ラ イ ドの後半は産科医療補償制度の事務取扱いについて の ご説

明 に な り ま す。 き ょ う の委員の皆様方には特に詳細に過ぎ る 内容か と 思いますので省略 さ

せていただき ますが 、 私 ど も は実際に医療機関 の なかで事務の取扱いを していただ く 方々

に混乱がない よ う に 、 き ょ う の こ の用意 し ま したス ラ イ ドの後半に あ り ます よ う な帳票類

の具体的な 内容であ る と か、 そ こ に書き 込む項 目 であ り ます と か、 コ ン ピュ ー タ ー画面上

で打ち込む妊産婦情報な どのイ メ ー ジについて こ う い う ス ラ イ ドをつ く り ま して配布する

予定に してお り ます。

以上で制度の概要の ご説明 を終わ り ます。

○上 田委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した 。 ただいま の説明 につき ま して 、 ご質問な

どあ り ま した ら 、 よ ろ し く お願いいた します。 いかがで し ょ う か。

○鈴木委員 来年の 1 月 1 日 の分娩か ら と い う こ と は 、 正確に言 う と 、 1 月 1 日 0 時以降

の分娩、 つま り 出産 と い う こ と にな る んですか。 厳密に言 う と 。

○後 技監 (評価機構) はい。 その と お り で ご ざいます。

○鈴木委員 出生その も のが 1 月 1 日 の 0 時以降の事案 と い う こ と ですね。

○後 技監 (評価機構) はい。

○鈴木委員 それか ら 、 二十歳まで総額 2 , 400 万 と い う こ と なんですが 、 これはいつか ら

と い う こ と に な る んで し ょ う か。 つま り 、 申請が 出ます よ ね。 そ して審査を しますね。 そ

して 、 給付の決定が される と 。 給付の決定が された と き に準備一時金が出 る んですね。 そ

の と き は少な く と も 1 年以上た っ てい る こ と にな り ますかね。

○後 技監 (評価機構) そ う い う 事例も あ る と 思います。

○鈴木委員 分娩直後に 申請 される こ と はない と 思 う ので 、 医学的に も確か 6 カ 月 以上。

○後 技監 (評価機構) 6 カ 月 以上ですね。 最 も 重症な方です。

○鈴木委員 診断書を添付 して 申請する こ と に な る わ けですよ ね。 そ う する と 、 それか ら

審査が あ っ て給付決定が される と い う こ と にな る と 、 平均的に見 る と 1 年前後 ぐ ら いは最

低でも かかる こ と に な る か と思 う んですが 、 今度、 分割金のほ う の始期 、 こ れは 20 歳ま で

を 0 歳か らすれば月 額 10 万円 と い う こ と になる と 思 う んですが 、 それは ど う な る んですか。

月 額 10 万円 と い う 計算なんですか。 それ と も 、 例え ば 1 年後か ら 、 その準備金を出 した翌

月 か ら その 1 カ 月 当 た り 10 万円 の割合で 3 カ 月 と か 4 カ 月 に 1 回支給 さ れる と か と い う ふ

う にな る のですか。 具体的な こ と です。 ま だ決ま っ ていないんですか。

○後 技藍 (評価機構) 20 回分割 と い う こ と にな り ます。 20 歳ま で と い う こ と ではな く
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て 、 20 回分割 と い う こ と に な り ます。

○鈴木委員 20 回分割。 そ う する と 、 いっ 申請 したかに よ っ て分割金の 1 回当 た り の額が

違 う と い う こ と にな る んですね。 20 回分割だか ら 。

○後 技監 (評価機構) 一緒で、 同 じ額で。

○宮澤委員 そ う する と 、 ス ラ イ ドの 8 に 20 歳ま で定期的に給付 します と い う ふ う に書い

て あ る の と ち ょ っ と 矛盾する んですね。 ですか ら 、 20 歳ではな く て 20 年間ではないで し ょ

う か と い う のが鈴木委員の質問ですね。

○鈴木委員 いやいや、 だか ら 1 回当 た り の分割金は定額でも っ て年額 20 回で も いいです

し 、 月 額で 240 回でも いい と 思 う んですけれ ど も 、 定額 じ ゃ ない と 事務処理上おか しい と

思 う んですが。

○後 技藍 (評価機構) すみません。 今 、 私 、 ち ょ っ と 間違っ た説明 を して しま いま し

た。 20 歳ま で と 、 今 、 宮澤先生の ご指摘があ っ たの は 、 それはその と お り です。 最初に 申

請 さ れた時期に よ っ て 、 そ の 時点ま でに支払われる べき であ っ た分割金 と 一時金 と を ま と

めてお支払い します。

○鈴木委員 あ あ 、 0 歳に遡及 して。

○後 技監 (評価機構) 最初を調整 してお し り を合わせる と い う や り 方で整理 させてい

ただいてお り ます。 間違っ た説明 を して しま い 、 申 し訳あ り ませんで した。

○鈴木委員 なる ほ ど。 わか り ま した。

○近藤委員 こ の標準補償約款の と こ ろ にすべて 出ています。 2 ページですかね。 2 ぺ-

ジの終わ り の辺に。

○鈴木委員 補償約款ですね。

○近藤委員 え え 、 補償約款の ほ う に 、 2 ページの後のほ う に 、 出す時期 も全部 こ こ に書

いて あ り ます。 今の説明 の と お り だ と 思います。

○鈴木委員 わか り ま した。

○上田委員長 よ ろ しいですか。 その他 ご ざいますで し ょ う か。

○五阿弥委員 補償の こ と な んですが 、 基本的な こ と であれなんですが 、 約款に書いて あ

る か ど う かわか り ませんが 、 親が虐待 して死亡 させた場合ほ ど う な る んで し ょ う か。 要す

る に 、 準備委員会の と き に 、 死亡 し た以降 も それで分割金を払っ ていいのか と い う 議論が

あ っ た と 思 う んですが 、 今回は民間保険だか ら こ う い う 制度設計 しかない と い う こ と で、

し ょ う が ないか ら こ う な っ ち や っ た んですが 、 虐待で死亡 し た場合は 、 当然払わないわ け

ですよね。 ど う なんで し ょ う か。

0後 技藍 (評価機構) 今の委員の ご指摘に あ る よ う な例は稀か と は思いますが 、 虐待

で死亡 した こ と が 明 ら かであ る と い う 場合は、 こ の制度以外の仕組み と して 、 親権つま り

親の権利 、 こ れを停止する よ う な 、 そ う い う 仕組みが ご ざいますので、 それが動 けば、 実

際に こ の補償金を受け取る そ の権限が あ る方ではな く な る と い う こ と に な る わ けで ご ざい

ます。
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○五阿弥委員 その両親の場合、 一方が虐待 して一方は知 ら なかっ た と い う ケースだっ て

あ り ます よ ね。

0後 技監 (評価機構) そ う ですね。 その場合は 、 私 ど も 、 ち ょ っ と さ ら にそ う い う ケ

ース につ き ま しては、 も う 少 し検討 させていただき たい と 思います。

○五阿弥委員 あ る い は養子縁組 し た場合は ど う な る んですか。 それは養子縁組先が も ら

う んですか。 親権を持つ人が保護者 と い う こ と なんですか。

○宮澤委員 それは 、 やは り 本制度の趣旨か ら 考 え る と 、 経済的な負担 と い う こ と が 、 救

済 してい く と い う 目 的 を考え る と 、 やは り 養親 と い う 形に な っ て 、 その養育権を持っ てそ

の も と で養育 してい く と い う こ と に な る と 、 そ の養親が受給権が あ る と 、 受給権者にな る

のが普通の考え方かな と 思います。

○五阿弥委員 子 ども が死んだあ と に両親が離婚 した と い う 場合は 、 両親にそれぞれ 60 . 万

円ずつ渡る んで し ょ う か。

○近藤委員 それは ど ち ら かに決め な き や いかんわ けで し ょ う 。 当然、 養 う ほ う に行 く と

い う こ と にな る と 思います。

○宮澤委員 あ る いは離婚協議のなかで分割 、 いわゆ る婚姻か ら 生 じ る形の分割 と い う の

で ど う い う 形の割合で決め る か と い う のは 、 そ の離婚時に決め られる 内容、 財産分与の形

で決め ら れてい く のかな と い う のが通常かな と 思 う んですね。 一つの債権 と して。

○鈴木委員 補償金の受取人がだれか と い う こ と にかか り ますよ ね。 子 ど も が受取人だ と

すれば、 そ の子 ど も の相続人 と い う こ と に な る んだろ う と 思います し 、 その養育を し てい

る者がそ も そ も 受取人であれば、 現実に 、 そ う する と 理論が破綻す る んですね。 養育が必

要な く な っ てい る の に も かかわ らず残額が入る と い う こ と にな る 。 そ う す る と 、 子 ど も の 、

受取人にな る んですか。

○後 技藍 (評価機構) 被保険者は児 と い う こ と にな り ます。

○鈴木委員 児ですね。 そ う す る と 、 児が亡 く な っ た場合は 、 児の相続人 と い う こ と に な

る んですかね。 そ う い う こ と にな る んですかね。 そ の児の相続人であ り なが ら 、 さ っ き の

五阿弥委員が言われた よ う な虐待の場合には 、 相続か ら排除 されない と 、 そ の受給権を失

わない と い う こ と にな る んですか。

○宮澤委員 債権 と しての請求権で相続 と 考え る 限 り 、 そ う な り ま すま ね。

ただ、 も う 一つ 、 虐待 して殺 した と い う こ と にな る と 、 不法行為に基づ く 損害賠償 と の

関係が ど う なのかな と い う のが出て く る と 思いますけれ ど も 。

○鈴木委員 それはま た別な話ですね。

○宮澤委員 え え。

○五阿弥委員 要する に 、 なぜそ う い う こ と を言っ たか と い う と 、 こ れは勝村委員がお詳

しいかも しれませんが 、 障害児 を め ぐ る さ ま ざま な環境 と い う の は 、 や っ ぱ り 昔 と 比べて

も っ と 過酷な も のが あ る のではないかな と い う 懸念が実はあ る んです。 赤ち ゃ んポス ト な

んかを見ています と 、 や っ ぱ り 障害児が入れ られてい る と い う ケース が ご ざいますですね。
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ですか ら 、 そ う い う よ う なケース も含めて 、 き ち ん と した何か約款な り でき てい る のかな

と い う こ と を 、 ち ょ っ と 確かめたかっ たんです。

○勝村委員 ち ょ っ と 関連 してい る かも しれないんですけれ ども 、 準備委員会では 、 死亡

した後 も残 る支払いに 関 して 、 それを支払 う こ と が よ い と い う よ う な発言は恐 ら く なかっ

た と 思 う んです よ ね。 委員のすべてが 、 それは余 り よ く ないのではないか と い う 意見だっ

た と 思います。 ただただ、 実務的に 、 民間 の保険の設計の う えで 、 恐 ら く みんな仕方が な

い ので、 一定そ う な る 可能性を踏ま えて と い う こ と での議論だっ た けれ ど も 、 その準備委

員会が終わ っ てか ら 、 実際に こ の約款をつ く り 商品化する 際に 関 して は 、 その あた り 何 と

かい ろい ろ な これま でにはなかっ たアイ ディ ア なんか も含 めて 、 精いっ ぱい 、 死亡 した後

も支払 う よ う な形に な ら ない よ う な努力 を しつつやっ ていただき たい と い う よ う に強 く 事

務局にお願い した形で終わ っ たか と 思 う んですよ ね。 だか ら 、 その あた り 、 そ う は言っ て

も そ う 簡単ではない と い う 話 も も ち ろ んあ っ たんですけれ ど も 、 どんな工夫を検討 し どん

な回答が あ り 、 当初はだめで も 、 数年た っ てだいたい の形ができ て き た ら何年か後には改

正でき る かも しれない と か、 そんな と こ ろ ま で言及 されていたか と 思 う ので 、 その あた り

の経過を ち ょ っ と 教えていただき たいです。

○後 技監 (評価機構) 今 、 委員か ら ご説明が ご ざいま した よ う に 、 確かに民間保険商

品 と して設計 してい く と い う 場合には、 今回はデー タ不足でやむを得ず有期年金方式 と い

う の は取 り 得ない と い う こ と で ご ざいま した。 すなわ ち 、 児が死亡 してそ こ で給付が終了

する と い う 形は取 り 得なかっ た と い う こ と でご ざいます。

一方で 、 5 年後 を め どに見直 し をする と い う こ と と してお り ますので、 5 年後ま でに必

要なデー タ をでき る だけ集めたい と 思っ てお り ます。 そ し て 、 毎年そ の児 に対 して給付を

行います と き に 、 生存 してい る であ る と か、 死亡 したであ る と か、 そ う い う 情報 も集め る

こ と に し てお り ま して 、 それを蓄積する と 、 現時点では存在 し ない 、 正確な生存率の 曲線

が描かれて く る と い う こ と と な り ます。

ま た 、 過去の脳性麻痺のデータ も 、 で き る だけデー タ をお持ち の地域の先生方の追跡調

査をでき ないか も現在検討 してい る と こ ろ で ご ざいます。 そ う やっ て生存曲線をでき る だ

け把握 して早 く ご指摘の よ う な望ま しい制度に移行 してい き たい と 考えてお り ます。

0勝村委員 5 年後 に は改正でき る 可能性が あ る と い う か 、 そ の方向で事務局 と して は考

えていただいてい る と い う こ と ですね。

0後 技監 (評価機構) はい。

○勝村委員 と こ ろ で 、 今 、 ご説明いただいた範囲については 、 ご質問が あれば と い う こ

と だっ たんですけれ ど も 、 一応決定済みの事項みたい な感 じで、 説明 されたのですか。 も

う 今か ら こ こ で議論 して も 変 え る こ と はでき ない と い う 前提での説明だ と い う こ と ですか。

○後 技監 (評価機構) 決定事項 と して ご説明 させていただいてお り ます。

○勝村委員 そ う する と 、 若干例えば準備委員会の報告書 と 比べた ら 、 私は 、 個人的 に は

こ の制度はでき る だけ小 さ く 産んで育ててい く べき だ、 と 主張 していて 、 同 じ脳性麻痺の
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子 ど も で も 、 現行の福祉だけで育て る人 と 、 こ う い う 制度が新た にでき る こ と で補償 され

る人 と の格差が出て き て しま う の で 、 支払 う 額は少な め に即 ち 、 ち ょ っ と 小 さ く 産んで大

き く 育て る よ う な感 じの ほ う が戸惑いがな く ていいん じ ゃ ないか と い う こ と も 言いま した。

私はそ う い う 意見だっ たんですけれ ど も 、 で も 、 一定以上の額がない こ と には効果 も ど う

の こ う の と い う ご意見 も あ っ た り しま した けれ ども 。

それで、 例えば、 分割金の部分に関 して は 2 ,000 万程度 と 、 2,400 万では 、 それほ ど変わ

ら ないかも しれませんけれ ど も 、 ち ょ っ と 補償額の水準が 、 400 万 円 でも増えてい る こ と が

気に な り ま す。 私 と して は も う 一回 り ぐ ら い少ない額か ら ス タ ー ト して も 、 見直 してい く

の であ り ま すか ら 、 ス タ ー ト 時点で余 り 格差が大き く なっ て しま わないほ う がいいのかな

と い う 意見を言いま した。 に も かかわ らず、 逆に 、 ち ょ っ と 補償額が一回 り 大き く な っ て

い る こ と に 関する経緯 と かお聞かせいただき たい。 ま た 、 も し ほかに も 準備委員会の報告

書 どお り をこ な っ ていない よ う な部分が ど こ かに あ る よ う であれば、 例え ばそ う い う と こ ろ

と い う の は、 逆に事務局の方 も最 も苦労 された点か も知れない と 思います し 、 何かなかな

か思い どお り に行かない と い う こ と が あ っ たんだ と 思いますが 、 その あた り が も しあれば、

そ こ の理由等について ご説明いただければ と 思います。

○後 技監 (評価機構) 1 点 目 で ご ざいますけれ ど も 、 補償金額は、 先ほ ど 申 し ま した

通 り 3 , 000 万 円 にな り ま した。 こ れま での準備委員会の報告書では、 保険商品が設計 され

てお り ませんで したので、 お よ そ 2, 000 万 円 台の後半であ る と か、 2 , 0 0 0 万 円 台 と い う ふ う

に 申 し上げてお り ま した。 その後 、 実際に商品設計が行われる よ う にな っ て 、 3 , 0 00 万 円 の

給付が可能であ ろ う と い う こ と で、 その額に な っ てお り ま す。

それか ら 、 基本的 に 、 私、 先ほ どお話 し した 内容は 、 報告書に基づいて議論を し て き て

お り ますので、 特に報告書 と 比べて変わ ら ざ る を得なかっ た と い う よ う な点はない も の と

思っ てお り ます。

○上 田委員長 よ ろ しいですか。

○勝村委員 3,0 0 0 万 円 が可能だっ た と い う こ と ですが 、 多ければ多いほ どいい、 と い う よ

う な意見ではなかっ た と 思 う ので、 多 く な っ た経緯 と い う のが 、 ほかに理由 が ないのです

か。 区切 り が よ かっ たか ら 、 く ら いの理由ですか。

○後 技監 (評価機構) も と も と 二千数百万 円 の議論を してお り ま して 、 そ の二千数百

万円 の根拠にな り ま した の は 、 やは り 看護であ る と か介護に どの ぐ ら いの費用がかか る の

か と い う こ と を考えま した と き に 、 これま での訴訟の判例な どを見ます と 、 1 日 当 た り の

額な ど も 、 全部同 じ額ではあ り ませんがい ろいろ参考にな る のが あ り ま した。 それを参考

に して二千数百万円 と 申 し上げてお り ま して 、 あ と は設計をする と き にそれが 3, 00 0 万 円

ち ょ う ど ま で補償額 と して用意す る こ と ができ る と い う 商品 と な っ た と い う こ と で ご ざい

ます。

○勝村委員 いや 、 ち ょ っ と 決ま っ た こ と だ、 と おっ しゃ る こ と に対 して あれなんですけ

れ ど も 、 一方で議論のなかではそ の 5 年後 の見直 し に 向 けて 、 も う ち ょ っ と 薄 く 広 く 広げ
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てい く と い う こ と も 今後 の課題 と して含まれていたわけですよ ね。 つま り 、 当初は脳性麻

痺の子 ど も と 言っ て も対象がすご く 限定 さ れて しま っ てい る わ けですよ ね。 同 じ よ う に脳

性麻痺の子供を育てて ご苦労 され る だろ う 家庭が あ っ て も 、 今回の制度は と り あ えずス タ

ー ト の段階では対象を非常に限定 していて 、 同 じ よ う な家庭であ っ て も 、 子 ど も の状況で

あ っ て も 、 ｢ あ なたは該当 しません｣ みたいな も のが結構あ る わ けですよね。 だか ら 、 そ う

い う 格差を解消 して 、 対象を広げてい く と い う よ う な発想が一方で大事だ と い う 意味も含

めてい く べき と い う 方向性だっ た と 思いますが 、 そ う い っ た将来のあ るべき形 も踏ま えて

額の決定を議論 されたのか、 その辺 り の将来の構想に関す る め どは ど う なんですか。 対象

を広げてい こ う と い う 方向性のめ どは。

○後 技藍 (評価機構) 今の ご指摘の点につ き ま して も 、 報告書に ご ざいま した よ う に 、

補償対象者の範囲については 、 これは 5 年後 を め どに見直す事柄の具体例 と して書き込ま

れてお り ます。 実際に制度を運用す る なかで、 本当 に補償が必要な方々 と い う よ う な こ と

が よ り 明 ら かに な ろ う か と 思いますので、 補償の対象者の範囲 について も ま た見直 してま

い り たい と 思います。

○勝村委員 それを広げてい く こ と も踏ま えて 、 3 ,0 00 万 円 が可能だろ う と い う 形で言っ て

い る んで し ょ う ね。 つま り 3 , 0 00 万 円 に しておいて 、 後か ら対象を広げよ う と い う 議論の

と き に 、 こ の額では予算的 に広げ られないみたいな意見が後で出て く る んだっ た ら 、 ス タ

ー ト の段階で額の設計が配慮が足 り なかっ た と い う こ と に な っ て し ま います。 だか ら 、 こ

の 2,0 00 万 、 2 , 500 万 、 3 , 000 万 、 と い う よ う な少 しの こ と かも しれない けれ ども 、 対象に

な る子供 と そ う でない子供の格差を広げる よ り は、 僕は う す く 、 多 く の子供に補償が広が

る形の ほ う が 、 同 じ よ う に 出産時に脳性麻痺にな っ て違いがでる の はよ く ない と 思 う ので、

ち ょ っ と それは改め て意見 と い う か、 お願い と して踏ま え ておいていただき たい と 思いま

す。

○上 田委員長 勝村委員か ら は 、 前回の準備委員会で同 じ よ う な ご発言が あ り ま して 、 そ

の よ う な記述に な っ てい る と 思います し 、 今の ご指摘は引 き続き検討課題 と い う こ と で事

務局で考 えてい き たい と 思います。 よ ろ しいで し ょ う か。 ほかに ご ざいますか。 はい 、 小

林委員。

○小林委員 運営体制に関 しては、 こ れか ら ですか。

○上 田委員長 次の議題が運営体制ですので、 そ の と き で よ ろ しいで し ょ う か。 そ う し ま

した ら 、 ま だいろ い ろ ご質問が あ ろ う か と 思いますが 、 次の (3)の制度の運営体制につ き ま

して事務局か ら ご説明 をいただいて 、 それでご質問願いたい と 思います。

( 3 ) 制度の運営体制

○後 技監 (評価機構) それでは 、 資料本体 6 ページに な り ます。 6 ペー ジは 、 (3)制度

の運営体制でご ざいます。 まず本制度を機能的 、 効率的 しか も 安定的に運営 してい く と い

う 観点か ら 、 以下の よ う な組織体制 と してお り ます。

14 ‐



まず、 ①が 、 有識者の先生方な どか ら な り ま す委員会でご ざいま して 、 ②は事務局体制

でご ざいます。

まず、 ①の委員会でご ざいますが 、 以下の 6 つの委員会を設置する こ と と してお り ま し

て 、 ま ず a は、 こ の委員会 、 運営委員会でございます。 その委員会の役割 と いた しま して 、

右に書いてあ り ますが 、 制度全般の企画調整及び維持 、 発展を 目 的 と して運営全般につい

て ご審議いただき たい と 思っ てお り ます。 こ れ以降の委員会につ き ま して は 、 ま だ設置は

されてお り ませんが 、 設置の予定で ご ざいます。

b でご ざいますが 、 審査委員会。 こ こ では速やかに補償金を支払 う た め に補償対象か否

かについて医学的な観点か ら審査を行 う こ と と してお り ます。

そ して c が原因分析委員会でご ざいま して 、 こ こ では医学的に原因分析 された結果を 当

事者へフ ィ ー ドバ ッ ク する た めの最終確認を行 う と い う こ と と してお り ます。

次 、 d であ り ますが 、 再発防止委員会。 原因分析結果を踏ま えた再発防止策の検討や情

報公開内容の審議等を行っ ていただき ます。

そ して e ですが 、 異議審査委員会 と いた しま して 、 補償審査について の異議 、 不服の内

容を踏ま え 、 対応方法等について検討する と い う 委員会でご ざいます。

そ して最後 f ですが 、 調整委員会でご ざいます。 こ れは原因分析の結果 、 重大な過失が

明 ら かであ る と 思料 さ れた場合に補償金の調整 (求償) を行 う か杏かの審議を行 う と い う

委員会でございます。 委員会体制 と して こ の よ う な 6 つを考えてお り ま す。

続 き ま して②の事務局体制でご ざいます。 4 月 1 日 に産科医療補償制度運営組織準備室

が運営部 と 改組 されま した。 その下に 3 チーム のチーム を用意 して構成 してお り ます。

ま ず、 a ですが 、 総務調整チーム と いた しま して 、 制度全般の企画調整 ･ 運営統括、 そ

れか ら会計 、 庶務、 広報、 電話対応等 、 外部 と の連絡 ･ 問い合わせ、 こ う い っ た事柄に対

応するチームで ご ざいます。

二つ 目 が審査チーム でご ざいま し て 、 補償対象の判定のた め の審査に係 る事務全般を担

当 してお り ます。

そ して最後は安全対策チーム 、 c で ご ざいますが 、 補償対象 と な る全事例の原因分析を

行 う ため の事務全般、 再発防止に係 る事務全般を担当する と い う こ と と してお り ます。 こ

れ ら のチーム は既に立ち上が っ て機能 してい る と こ ろでご ざいます。 以上で ご ざいます。

○上 田委員長 はい。 ただいま の ご説明 に 関 してお願い しますが 、 小林委員。

○小林委員 準備委員会の報告書で具体的に記載 と いいますか、 説明 が あ る の は a ･ b ･

c ･ d ま での委員会です。 、 e と f に関 して は仕組みが必要であ る と い う 抽象的な表現で 、

今回 、 こ れで具体化 さ れた と 思 う のですが 、 どんな委員で構成 さ れ る かを 、 も し決ま っ て

い る よ う で した ら教えていただき たい。

それか ら あ と も う 1 点 、 こ の 6 つの委員会の 関係ですが 、 それぞれ並列で最終的には意

見を ま と めて運営部に答申する と い う よ う な形で考えて よ ろ しいんですか。 それ と も 、 運

営委員会がほかの委員会の報告を も う 一度審議する と い う よ う な立場に あ る のか ど う か。
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○後 技監 (評価機構) まず、 すみません。 最初の ご質問 を も う 一度お願い します。

0小林委員 e と f みま 、 準備委員会の報告書に具体的な記載がないので 、 どんな委員で構

成する か と い う 方針を教えていただけ ますか。

○後 技監 (評価機構) 委員構成につ き ま して は 、 申 し訳 ご ざいませんが 、 ま だ未定で

ご ざいま して 、 こ こ の e と f も 含めて報告書に書いている 以上の 内容はまだ決ま っ てお り

ません。

それか ら 委員会につ き ま して は 、 まず、 こ の運営委員会では 、 こ の制度の運営の方針で

あ り ます と か、 全般についての ご審議をお願い してお り ます。 そ の う えで 、 そ の方針にの

っ と り ま して各委員会で作業を進 め てい く と い う こ と でご ざいます。 そ して各委員会で出

ま した結論で 、 例えば審査の件数は ど う であ っ たであ る と か、 原因分析を行っ た結果は ど

う であ っ た と い う よ う な こ と は、 ま た こ の運営委員会に ご報告を させていただ こ う と 思っ

てお り ます。

○小林委員 例えば、 審査委員会 と 異議審査委員会が異な っ た結論を 出 した場合の調整は、

運営部が行 う と 考えて よ ろ しいんですか。

○後 技藍 (評価機構) 両者の結論が異な り ます場合 と い う ご質問で ご ざいま し て 、 そ

の場合は 、 何が しか評価機構運営組織のなかで結論を出 さ ない と いけ ない と は思っ てお り

ま すが 、 そ の場を ど こ に持っ てい く か と い う こ と は 、 ち ょ っ と ま だ こ の運営委員会 と 決ま

っ てい る わけではご ざいませんで、 今後また検討させていただき たい と 思っ てお り ます。

○小林委員 検討課題 と い う こ と ですね。

○後 技監 (評価機構) はい。

○小林委員 わか り ま した。

○上田委員長 ほかに ご ざいますか。 いかがで し ょ う か。

○近藤委員 審査の体制ですけれ ども 、 こ の機構の委員会 と い う の は よ く わかる んですが 、

それ以上に 申請書を 出 して も ら う と か、 意見書を 出 して も ら う と か 、 そ う い う のが あ り ま

すよ ね。 そ う い う お医者 さ んの確保 と か何 と かい う の はで き る の かでき ないのか、 ど う い

う 状況に な っ ていた のか、 どんな人が何か、 委員会では こ う い う こ と を熟知 してい る 小児

科医等、 何かそ う い う こ と に な っ ていますよね。 だか ら 、 そ う い う 人た ち が実際に本当 に

確保でき る のかですね。 余 り いいかげんにかかわ られて も 困 る ので 、 1 人だけで大丈夫な

のか と か、 その辺 も踏ま えて ど う な っ てい る のかを ち ょ っ と 教えていただき たい。

0上 田委員長 そ う いっ た小児科医の確保ですね。

0後 技監 (評価機構) かな り の件数が届 く と 思いますので 、 専門家は恐 ら く 複数名確

保 し ない と い け ない と思っ てお り ます。 これは今後の課題でご ざいま して 、 関係の学会で

あ る と か医会であ る と か、 ご協力 をお願い したい と 思っ てお り ます。

それか ら 、 1 事例 1 事例が余 り に不十分な審査にな っ て はいけませんので 、 後ほ ど 申 し

上げますが 、 診断基準につ き ま し て は こ の制度用の基準 と あ る いは様式を用意 して 、 で き

る だけ正確に しかも早期に診断ができ る よ う な形 と してお り ます。 これはま た実際に試験
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的 に運用 していただき ま して 、 こ の制度 と して使用 したい と 思っ てお り ます。

○近藤委員 こ こ の機構 自 体に も専門 の審査委員 と い う の は置かれる と い う 理解でいいん

ですか。

0後 技監 (評価機構) はい。

○近藤委員 専門家の先生が常勤か常勤に近い よ う な形で務 めていただいて 、 それでそれ

を あ げて審査委員会で審査をする と 、 そ う い う 形にな る んですね。

○後 技監 (評価機構) 現在、 非常勤ではあ り ま すが 、 産科医のかな り 実績を積んだ方々

に 、 診療 も してい ら っ しゃ る 方々 に は評価機構に常勤職員 と してお勤めいただいてい る状

況でご ざいます。 ま だ小児科医の方は見つかっ てお り ませんが 、 今後 、 そ う い う 方 も確保

していき たい と 思っ てお り ます。

○上田委員長 よ ろ しいですか。 その ほかございますか。 はい、 勝村委員。

○勝村委員 こ の委員会は 、 全国で一つですか。

○後 技監 (評価機構) はい。 運営組織のなかに設置 され、 全国で一つ と い う こ と に な

り ます。

○勝村委員 メ ンバーの構成人数も 、 ま だ今の と こ ろ決ま っ ていないんですか。

○後 技監 (評価機構) はい。 そ う で ご ざいます。 運営委員会 、 こ の委員会だけが決ま

っ てい る と い う こ と でご ざいます。

○上 田委員長 よ ろ しいですか。 そ う し ま した ら 、 最後に ご ざいま した ら ご質問いただき

たい と 思いますので、 次の 2)の 当 面の主な課題について 、 ( 1 ) の診断基準作成に関する検

討状況、 (2) の原因分析に関する検討状況 、 先ほ ど も少 し ご説明が あ り ま したが 、 こ の点に

ついて後技監か ら お願い し ます。

2 ) 当 面の主な課題について

( 1 ) 診断基準作成に関する検討状況

( 2 ) 原因分析に関する検討状況

○後 技監 (評価機構) それでは 、 7 ページをお開 き いただけますで し ょ う か。 7 ぺ-

ジは 、 2) 当面の主な課題についてでご ざいます。 二つの こ と について 申 し上げます。

まず、 一つ 目 が 、 診断基準の作成でご ざいます。 脳性麻痺児の診断につ き ま して は 、 報

告書、 こ のオ レンジ色の報告書では次の よ う に記載 されてお り ます。

一つ 目 の ･ ですけれ ど も 、 重症度が 、 身障等級の 1 級ま た は 2 級に相 当する方を対象 と

す る と い う こ と 。 それか ら 二つ 目 ですが 、 申請の 開始時期は 、 原則 と して 、 1 年以降 と い

う こ と であ り ます。 そ して三つ 目 の点ですが 、 ただ し 、 極めて重症の場合は 6 カ 月 と い う

こ と と し てお り ます。 それか ら 四つ 目 ですが 、 正確な診断を行 う た め に 、 生後 3 年程度ま

で経過 を見な ければ診断でき ない場合も あ る と 、 こ う い う こ と が報告書のなかに記載 され

てお り ます。

こ の よ う な内容に則 しま して 、 脳性麻痺及びそ の重症度の診断が行われる仕組みを構築

‐ 17 ‐



する こ と と な り ま す。 現在 、 そ の仕組みを構築中であ り ますが 、 現行の身体障害者の認定

基準、 あ る いは認定要領、 こ れを参考 と いた しま した と こ ろ 、 極め て重症の事例であ り ま

す と か、 3 歳未満の乳幼児に対する早期に認定を行 う と い う こ と に は必ず し も十分対応で

き ていない よ う で ご ざいます。

そ こ で、 小児神経分野の専門家に よ り 、 極めて重症であ る こ と の診断基準をつ く っ てお

り ま すの と 、 それか ら 3 歳未満の乳幼児に対 して早期の認定を行 う こ と のでき る診断基準

をつ く っ てお り ま すの と 、 それか ら 1 級ま た は 2 級相 当 であ る こ と を正確に診断でき る基

準等を作成 していただいてい る と こ ろ で ご ざいます。 これが 当面の課題の一つ 目 で ご ざい

ます。

そ して 、 次、 二つ 目 で ご ざいますが 、 原因分析です。 本制度は 、 補償及び原因分析 ･ 再

発防止 、 こ の二つの柱か ら な る制度でご ざいます。 それに よ り 紛争の早期解決、 産科医療

の質の向上を図 る こ と と してお り ます。

報告書では 、 原因分析報告書を 、 分娩機関 と 児 ･ 家族に フ ィ ー ドバ ッ ク する こ と と さ れ

てお り ます。 したが っ て 、 こ の報告書の作成は 、 本制度において大変重要であ る と い う こ

と と な り ます。

そ こ で原因分析に関 し 、 産科医療の専門家であ る 日 本産婦人科医会に設置 された ワ ーキ

ン ググループにおき ま して 、 原因分析報告書を作成す る た め の基本的な考え方や、 その書

き 方等を取 り ま と めた報告書を作成 していただいた と こ ろ で ご ざいます。

こ の報告書が 、 本 日 の資料 4 に な り ます。 資料 4 は産科医療補償制度原因分析の実務運

用 に 関する報告書でご ざいま して 、 産婦人科医会の ワ ーキ ンググループに取 り ま と めてい

ただき ま した。 詳細の ご説明は省 き ますけれ ど も 、 前半に は原因分析についての基本的な

考え方 、 あ る いは原因分析の報告書に書 く 項 目 が書かれてお り ます。 そ して最後は 、 実際

の事例 3 例をつ く っ ていただき ま して 、 そ の 3 例について の原因分析の例を記載 していた

だいてお り ます。 こ の よ う な報告書に な っ てお り ます。

ま た 、 続 き ま して 、 医療問題弁護団 ･ 分娩事故判例研究会 よ り 、 分娩事故の判例の分析

を行っ た報告書を ご提供いただいてお り ます。 こ れが資料の 5 に な り ます。 資料 5 の厚い

冊子でございますが 、 こ れは判例の 43 件の 45 判例について整理 された も のでご ざいます。

前半はいろ い ろ な さ ま ざま な論点につ き ま して の考察であ り ます と か、 それか ら 、 後半は

論点の一覧表であ り ま した り 、 判例の概要を掲載 した り していただいてお り ま す。

例 え ば、 ハイ リ ス ク の分娩を行 う 施設の問題であ る と か、 ハイ リ ス ク 分娩で あ る こ と の

診断に関す る 問題であ る と か、 その よ う な論点を抽出 していただいて考察 していただいた

も のでございます。

そ して 8 ページにま い り ます。 さ ら に厚生労働科学研究の ｢医療関連死の調査分析に係

る研究 ｣ にお き ま して 、 ｢評価 に携わ る 医師等のた め の評価の視点 ･ 判断基準マニ ュ アル

(案) ｣ が作成 されてお り ます。 これが本 日 の資料の 6 にな り ます。 厚生科学研究報告書か

ら の コ ピーで ご ざいますが 、 こ の なかに 、 こ の報告書の対象 と してお り ます事業は、 死因
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究明 のた めのモデル事業、 日 本内科学会が事務局 と な っ て行っ てい る も ので ご ざいますが 、

そ こ で作成する報告書の考 え方であ る と か、 構成であ り ます と か、 記載例であ る と か、 あ

る いは具体的な表現方法、 あ る いは用語の例な どが書かれてい る マ ニ ュ アルでご ざいます。

原因分析委員会では、 こ れ ら の ご提供、 あ る いは作成 されま した資料を参考に して原因

分析を行い 、 報告書を作成 していただ く と い う 予定 と してお り ます。

ま た 、 原因分析に あた り ま して 、 必要 と な る提出書類の種類であ り ます と か 、 標準的な

記載事項 、 提出要領、 それか ら児や家族か ら の情報提供の あ り 方等について 、 制度の 開始

ま でにま と め る こ と と してお り ます。

以上が 、 当 面の主な課題 2 点で ご ざいます。

○上 田委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した。 ただいま の説明 につ き ま して 、 ご質問な

ど ご ざいま した ら よ ろ し く お願い します。 いかがで し ょ う か。 それぞれの報告書に関与 さ

れてい ら っ し ゃ る 委員がお られますが 、 何か ご発言が ご ざいま した ら いかがで し ょ う か。

前段は診断基準の作成です。 後半は原因分析に関す る部分 、 二つの課題について一括 して

説明 が あ り ま したが。 はい 、 木下委員。

○木下委員 診断基準の作成の と こ ろ なんですけれ ど も 、 中央に審査委員会が あ る と し ま

して も 、 実際の事例に対する審査資料 と い う のが上が っ て く る わ けで、 地元で 、 地方で何

か起 こ っ た と すれば、 そ こ で恐 ら く 近 く の先生方か ら の診断書を持っ て こ られる と 思 う の

ですが 、 要は、 小児専門家、 小児神経の専門家 と い う のはそんな に多 く ない と い う 実情を

かんがみま して 、 仮に こ こ の機構の なかに専門家の常勤の人がお られた と し て も 、 も う 診

断書が出て き た段階でそれの評価 と い う の は余 り 問題な く だれで も わかっ ち ゃ う の ですね。

要は、 ほん と に患者様を診て 、 診断 して 、 診断書を書 く 段階が一番難 しい話であ り ま して 、

そ う い う 意味では 、 審査委員会 と い う よ り は、 そ の仕組み と してやは り ど う い う 診断書を

どの方が き ち っ と 書いて く れ る か と い う こ と に尽き る と 思 う んですね。 そ の意味では 、 仕

組み と して は 、 やは り 地方で何人か リ ス ト ア ッ プ して いただき ま し て 、 そ こ で本当 に こ の

方に は最低一人か二人 、 最低二人 ぐ ら いの 、 実はそ う い う 二人 と 前の と き に も 申 し上げた

ら ば、 そんなに多 く ないの だか ら難 しい と い う お話が ご ざいま した けれ ど も 、 ど う で し ょ

う か、 やっ ぱ り そ う い っ たふ う な。

と い う の は 、 1 級 、 2 級 と 3 級 と では物すごい大き な差にな っ て しま いま して 、 そ の辺

の と こ ろ の 問題 と い う の は必ず起こ っ て く る 可能性が あ り ますので 、 その意味では、 やは

り こ こ での 中央の仕組みだけでな く て 、 地域全体のなかで小児専門 の こ の視点か ら き ち っ

と した診断書を書 く 方々 を リ ス ト ア ッ プ しておいて 、 そ こ でそ の方の診断を仰 ぐ と い う ふ

う な こ と の う えでの診断書 と い う ふ う に していかない と 大分混乱す る のではないかな と い

う 気が しますので 、 そ こ ま で踏み込んで考えていただき たい と 思います。

○後 技監 (評価機構) 診断を される小児科の先生につ き ま して は、 ｢標準補償約款｣ で

も 、 まず、 小児について 、 肢体不 自 由 について の現行の制度での診断書を書いてい ら っ し

ゃ る よ う な方、 あ る いは こ の分野の専門学会であ り ま す小児神経学会の専門医でい ら っ し
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や る 方、 こ う い う 方を対象 と いた し てお り ます。 その よ う に標準約款のなかで取 り 決めて

お り ます。

そ う は言いま して も 、 その よ う な方々 の人数が必ず し も十分い る のだろ う か と い う 問題

も ご ざいますので 、 で き る だけ ご協力いただ く よ う をこ私 ど も 学会に も これか ら お願いに上

が り たい と 思っ てお り ます。

それか ら 、 診断書が 、 先ほ ど私 申 しま したが 、 必ず し も 2 歳であ る と か 1 歳 と い っ た時

期の診断に適切な診断書が現在あ る と い う わ けでは ご ざいませんので、 そ こ を新 し く つ く

り ま して 、 診断結果、 何級相 当 であ る と い う こ と 。 そ して 、 そ の根拠 と な る 項 目 が き ち ん

と 記載 される よ う な診断書を現在作成 してい る と こ ろ でご ざいます。

○上 田委員長 よ ろ しいですか。 ご指摘の点は事務局の ほ う で。 はい。

その ほかございますで し ょ う か。 はい。 五阿弥委員。

○五阿弥委員 これは要望です。 原因分析について 、 産婦人科医会のほ う の経過で も 、 原

因分析報告書の考え方のなかで 、 報告書は専門家が作成する が 、 それは児 ･ 家族 ･ 国民 ･

法律家等か ら 見てわか り やす く かつ信頼でき る 内容でな ければな ら ない と 。 こ こ が本当 に

最 も重要な と こ ろだ と 思 う んですよね。 ですか ら 、 も ち ろ ん、 そ の専門用語が入る こ と は 、

それは仕方の ない こ と ですが 、 やは り 国民か ら 見てわか り やすい よ 効こ 、 そ う い う 書き 方

を き ちん と 工夫 していただき たい と 思います。

○上田委員長 今の ご指摘はご要望 と い う こ と で。

○木下委員 ご指摘の と お り だ と 思いま して 、 実は 、 原因究明 、 原因の分析委員会は大変

難 しい こ と であ る な と 考えてお り ますが 、 これは医学的に見て 明 ら かに 問題であ る と い う

も の は、 問題であ る と き ち っ と 書 こ う と い う ふ う な こ と であ り ま して 、 ど う い う 書き 方を

す る か と い う こ と は、 起 こ っ た事例を過去か ら さ かの ぼっ て考えます と い ろい ろ な問題が

出て く る こ と が あ り ますが 、 長い経過のなかでその時点での判断 と い う の は当然入 る わけ

であ り ますけれ ど も 、 そ の よ う な視点において ど う い う ふ う な こ と をすべき であ っ たか と

か、 あ あい う ふ う な視点でプ ロ スペク テ イ ブ と 申 しま し ょ う か 、 そ う い う ふ う な視点で見

てい く こ と が基本的に大事 じ ゃ ないか と い う ふ う な 、 責任追及 じ ゃ ない と い う ふ う な こ と

の視点 と 、 それか ら 医学的に き ち っ と 問題あ る かないか と い う ふ う な視点は押 さ えてい こ

う と い う ふ う な こ と で 、 やは り こ れは原因究明委員会その も のの権威 と 申 しますか、 先ほ

ど五阿弥委員か ら指摘 された よ う な こ と に堪え ら れる よ う な も の に し よ う と い う ふ う な こ

と が基本的な考え方であ り ま して 、 こ れは守っ ていき たいな と 考えています。 特に 、 学会

等の周産期の専門の先生方に入っ て も ら いま して 、 過去の事例を数十例チェ ッ ク いた し ま

して 、 そ う い っ た と こ ろか ら 考え方を ま と めた話でご ざいま した。 池 ノ 上委員が出てお ら

れますので、 ち ょ っ と その辺の と こ ろ も 踏ま えて一言お願いいた します。

○池 ノ 上委員 やは り 、 今回の こ の制度の非常に大事な と こ ろ は 、 その原因 を学問的 に き

ち っ と 究明 して 、 そ してそれを 明 ら かにす る と い う こ と の前に 、 こ れは分娩に係 る事象で

あ る か ど う か と い う こ と を明 ら かにする 。 そ して 、 さ ら にその根底に あ る 医学的な因果関
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係だ と か、 その背後 に あ る 病態生理学的な特徴だ と か と い う こ と に 関 し て は不明 な部分が

まだかな り あ る のでそれはそれでま たその よ う な面でみて行 く と い う こ と です。

しか し 、 それを 明 ら かにする と 、 今度は逆に 医療上何か不都合があ っ た と い う こ と も 当

然明 ら かに なっ て く る こ と も あ る 。 それはそれではっ き り と 我々 産婦人科へフ ィ ー ドバ ッ

ク を して 、 そ して 自 浄作用 をそ こ で働かせる こ と はや ら ない と いけ ない と思います。

一番の 問題は 、 やは り こ れは分娩に係 る こ と であ る か ど う かの判断をする 。 それはやは

り そ の と き の分娩の状況、 環境、 さ ま ざま な要因が絡んでま い り ますので 、 そ こ の状況を

そ の時点に立ち返っ て も う 一度き ち っ と 、 木下委員はプロ スペク テ ィ ブな考え方だ と お っ

し ゃ いま したが 、 ま さ にそ の よ う な考え方が必要だ と 。 そ う じ ゃ ない と 現場への フ ィ ー ド

バ ッ ク を して も 、 再発防止 と い う と こ ろ にはつなが っ ていかないだろ う と 思います。

ですか ら 、 こ の委員会で こ の制度の一番大事な と こ ろ は 、 脳性麻痺であ る と い う こ と の

診断をまず していただ く 。 その原因が分娩にかかわ る事象であ る か ど う か と い う こ と を 明

ら かにす る 。 そ して 、 さ ら にそ の先に因果関係 と 考え ら れ る よ う な病態がそ の根底にあ る

か ど う か と い う こ と を明 ら かに して 、 それを現場の医師に フ ィ ー ドバ ッ ク してい く と い う 、

そ う い う 段階的な作業が こ の根底に あ る と い う こ と を し っ か り 理解 していない と 、 なかな

か運用は難 しい と い う こ と にな る の でないか と 思います。 特に産婦人科の現場の再発防止

と い う 点か ら行き ます と 、 そ こ の理解を し っ か り 現場の医師 と か、 あ る いは助産師 さ ん と

か、 実際それにかかわ られる方々 に理解 していただかない と難 しいかな と い う ふ う に思っ

てお り ます。

○上 田委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま し た。 何か ご意見はご ざいますか。 はい。 ど

う ぞ岡本委員。

○ 岡本委員 一つ質問なんですけれ ど も 、 こ の原因分析は基本的にはカルテ類 と か、 分娩

監視装置の監視結果 と か、 記録類の提出 に基づいた審査 と い う こ と に な る か と 思 う のです

が 、 なかなか十分に記載 さ れていない部分 と か、 い ろ い ろ な こ と が実際起 こ り 得る ので 、

そ う い う と き は調査に行っ た り と か、 そ う い う こ と も さ れる のか ど う か。

○後 技監 (評価機構) ま ずは 、 記録が き ちん と な さ れる よ う に先ほ ど 申 し ま した標準

的な記載事項につ き ま しては 、 あ ら か じ めお示 し を した う えで 申請 していただ く こ と と さ

せていただき たい と 思います。 そ の う えで、 仮に記載がそれで も不備であ る と い う よ う な

も の について は 、 私 ど も 、 ま ず、 事務的 に文書の提出 をお求 めす る と い う こ と は あ ろ う か

と 思いますが 、 委員が ご指摘の直接そ こ に伺っ て と い う よ う な 、 訪問 して の調査 と い う よ

う な こ と は 、 ま だ私 ど も 考 えてお り ません。 今後 、 必要で あればま た検討 していき たい と

思っ てお り ます。

0上 田委員長 よ ろ しいですか。 ほかに ご ざいますで し ょ う か。 はい。 ど う ぞ。 勝村委

員。

0勝村委員 ど こ かに書いて あ る か も しれないのですけれ ど も 、 原因分析に関 して 、 カル

テ の話も そ う ですけれ ども 、 事実経過を き ち ん と 把握でき る と い う こ と 、 例 えば患者側の
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記憶 と 事実経過が違 う と い う よ う な こ と が僕は紛争の原因にな っ てい る と 思っ ていますの

で 、 事実経過が し っ か り 把握でき た ら割 と いろい ろ な意味でシステ ム と い う の は健全に こ

れま でも 回 っ て き ていた と 思 う のです。 事実経過の主張に違いが あ っ た場合に 、 だれも 間

に入れなかっ た と い う こ と が問題だ と 思 う ので、 こ れを機に事実経過を き ち ん と 正直に 出

す と い う こ と の価値が よ り 高ま る よ う な シス テ ム に して も ら わな き や いけ ない と 思います。

事実経過に関 して ち ょ っ と ニ ュ ア ンス を変 えて表現する と い う こ と だけで も 、 物す ごい不

誠実な こ と にな る場合だっ て あ る わけですまね。 事実経過のなかで、 患者か らする と 。 だ

か ら 、 その あた り が原因究明 をす る 際の本当 にポイ ン ト だ と 思っ ていますので 、 そ んな配

慮を も う ち ょ っ と 説明 をお願い したい。

○後 技監 (評価機構) まず、 オ レ ンジ色の報告書の なかで も十分な情報収集の観点か

ら 、 児 ･ 家族か ら の情報提供を促進すべき と い う ふ う な こ と は書かれてお り ま した。 これ

は報告書の 14 ページの 中段あた り でご ざいますが 、 それを受けま して 、 私 、 先ほ ど ご説明

させていただいた 8 ページの部分では 、 児 ･ 家族か ら の情報提供の あ り 方等について今後

ま と め る と い う こ と と さ せていただいてお り ます。 こ の よ う に 、 医療機関側か ら 、 それか

ら あ る いは児 ･ 家族側か ら 、 双方か ら情報を収集 して 、 そ の なかには も ち ろ ん事実経過に

ついての情報が含まれる よ う に したい と 思っ てお り ます。

○勝村委員 だか ら 、 そ の なかで事実経過が断片的であ っ た り 、 ま たは事実経過の主張に

食い違いがあ っ た場合に 、 じ や あ どれを事実経過 と して 、 原因究明 を進めてい く のか と い

う こ と の判断がやっ ぱ り 大切だ と い う こ と と 、 それを き ち っ と 出すた め に 、 あ ら か じ めそ

こ が一番ポイ ン ト なんだ と い う こ と を周知する よ う な 、 後 にな っ て く る かも しれませんけ

れ ど も 、 普及 させる と き にそ の辺が し っ か り しておればみんなすご く 納得がい く だろ う と

い う よ う な こ と だ と 思 う のです よね。

○上 田委員長 私、 最後 にお話 し し よ う か と 思っ た のですけれ ど も 、 来年 1 月 か ら 制度

が始ま り ますが 、 8 ページの児 ･ 家族か ら の情報提供の あ り 方な どは開始ま でに き ち ん と

ま と めます。 それか ら 、 委員会の メ ンバーは ど う か と か、 非常に大事な質問が ご ざいま し

た 。 ま た 、 い ろ い ろ な ご要望な ど も あ り ま したので 、 そ う い っ た点 も踏ま え なが ら事務局

と して ど う い う 形で進めてい く か と い う 考え方を次回で も 出 して いただき ます。 そ の上で

委員の皆 さ ん方か ら い ろ い ろ ご指摘いただき なが ら進め る こ と でいかがで し ょ う か。 い ろ

い ろ な ご指摘やご意見を事務局のほ う でき ちん と 整理 して も ら います。

○池 ノ 上委員 今の勝村委員の ご指摘の件ですけれ ど も 、 例 え ば補償対象の項 目 な どを一

つ一つク リ アす る た め に は 、 相 当 し っ か り したカルテ 、 し っ か り した検査、 し っ か り した

ドキ ュ メ ンテーシ ョ ンが ない と 、 こ う い う 除外にな る かな ら ないか と い う の はわか ら な く

な る わけですね。 と い う こ と は 、 今ま で以上にかな り し っ か り し た記載が残っ ていない と

対象 と して評価 し に く い と い う こ と で 、 こ れは メ ッ セージ と して 出てお り ます。 こ う い っ

た こ と が具体的に広が っ てい く 、 で 、 現場の実際の担当者 も それを視野に入れなが ら 診療

に 当 た る と い う 方向へ、 方向づけ と して は行 く のではないか と 思います。 だか ら 、 それを
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ど こ ま で普及 させ る か と い う のは こ れか ら の努力が必要だ と 思います。

○勝村委員 そ う い う ふ う をこ言っ ていただけ る こ と lま 、 す ご く 嬉 しい こ と 、 あ り がたい こ

と で 、 僕の個人的見解では 、 日 本の産科医療は 、 僕は こ れま でかな り 質の格差が あ っ た と

思っ ていますので 、 一つは こ う い う 制度が導入 される ぞ と い う こ と が決ま っ た段階で 、 そ

の底上げ と い う か、 質の格差がまず締ま る き っ かけ に な っ て ほ しい と 。 そ の制度が導入 さ

れる のだ と い う こ と だけで質の格差が縮ま る よ う な広報活動を していただき たい し 、 実際

に運営が始ま っ て 、 さ ら に 中身をひ と つひ と つ見てい く こ と で さ ら に格差が縮ま り 、 質が

標準化 さ れてい く のだ と い う 、 高い質の方に合わ さ っ てい く んだ と い う 形の両方をお願い

したい と 思います。

では 、 今後 、 次の あれ と い う こ と で、 6 ページの さ っ き の委員か ら の話で 、 審査委員会

と い う の は対象か ど う か と い う こ と で、 それに対 して異議審査委員会 と い う の はき っ と 別

の人た ち で語 られてい る んだ と 思 う んです よ ね。 原因分析に関 して も 、 原因分析委員会 と

それに対 し て ま た何か絡む調整委員会みたいに な っ てい る のかな と 思 う の ですけれ ど も 、

一応 、 やは り 医師の皆 さ んは医賠責の保険に も入 られてい る と い う こ と なので 、 だけ ど こ

っ ち は公的に国民にまで負担を して も ら いま し ょ う と い う 趣 旨で始ま っ てい る わ けですか

ら 、 やっ ぱ り ど っ ち に行 く のか と い う の は 、 厳密に産科の リ ーダーシ ッ プを と っ てい る 人

た ち がそ こ はやっ ぱ り はっ き り 言っ て く れてい る んだ と い う のが ない と 、 逆に 、 なぜ公的

に払わな き や い け ないのか と い う こ と に な る と 思 う わ けです。 やっ ぱ り すご く 信頼 される

か、 すご く 不信に な る か と い う ふ う な と こ ろ にかかっ て く る と 思 う ので 、 こ れか ら決め る

と い う こ と だけ に 、 従来の 、 過失が明 ら かであ っ た場合には求償を行 う か否かを審議する 、

と い う の ではな く て 、 や っ ぱ り 、 き っ ぱ り 過失が あ っ た ら 求償を してい く んだけ ど 、 して

い く と き のその手続き みたいなの は あ る と 思 う んですね。 異議審査 された と き に も 、 対象

か ど う かの異議審査で も かな り 複雑な難 しい問題があ る と 思います し 、 そ こ で も う ま く 調

整がいかなかっ た ら裁判にな る と い う こ と も あ る と 思います し 、 こ れだっ て原因分析で原

因分析は こ う だ と い っ て し っ か り わかっ てい る んだっ た ら 、 やっ ぱ り 原則 と し て 、 こ の場

合は交通事故なんかで も そ う で し ょ う けれ ど も 、 過失が あ っ て事故する こ と は悪気はな く

て も あ る か も しれない 、 ケア レス ミ ス でね。 そ んな場合は 自 分た ち が入っ てい る保険のほ

う でやっ て く だ さ い よ と い う こ と が 、 健全な形ですよね。

だか ら 、 僕は 、 ｢求償する か否かを決め る ｣ と い う 表現が ち ょ っ と ど う かと思います。 も

う 少 し別の審査委員会に対する異議審査委員会みたい に 、 原因分析委員会を受けて 、 その

求償 して い く チーム と い う の は も ち ろ んあ っ ていい と 思 う のですけれ ど も 、 い ろ い ろ対応

し な き や い けない と 思いますか ら 、 原則 、 原因分析委員会の結果が 出てい る の に求償 しな

い と い う よ う なケース を作る と い う のは僕は よ く ない と 思 う ので、 求償する と いっ て も 、

そ っ ち の保険で払っ て く だ さ い と い う だけの話なので 、 国民のお金でやっ てい る よ う な保

険は健全に運営 していますよ と い う 形をわか り やす く していただけた ら な と 思います。

○上 田委員長 準備委員会で、 ｢原因分析の結果、 重大な過失が 明 ら かであ る と思料され
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る ケース について は｣ 、 い ろい ろ議論があ り ま したけれ ど も 、 その場合には即 こ の調整委員

会で審議する と い う ご指摘があ り ま したので、 それを受けて 、 こ う い う 形に しています。

0勝村委員 即求償する と い う 形 じゃ なかっ たんですかね。 それではなかっ たんですか。

0宮澤委員 基本的には求償す る と い う 形だっ たんですけれ ど も 、 原因分析のなかで法的

な評価まででき る か ど う か と い う こ と にな る と 、 ほ と ん どはイ コ ールに な る と 思 う のです

けれ ど も 、 医学的な判断を基に して法的に求償でき る よ う な重大で明 ら かな過失 、 重大な

過失が明 ら かであ る場合に該当す る と い う ふ う な判断をする と い う のが 、 恐 ら く 調整委員

会の部分だ と 思 う んですね。 それで判断 された ら 当然求償ですか ら 、 その意味では医学的

な判断 と 法律的な判断を含む と い う 形で 、 こ こ を分けたの が こ の委員会の形なのかな と 私

は理解 してい る んですけれ ど も 。

○後 技監 (評価機構) 補足 させていただき ます。 準備委員会の報告書の 13 ページの一

番下の段落が 、 現在 、 ご議論いただいてい る部分に な り ま す。 今 、 ご指摘の よ う な ご議論

があ っ た結果、 準備委員会報告書 と して は 、 こ の ｢ しか し なが ら ｣ か ら 始ま る 段落、 こ の

よ う な書き ぶ り と して ま と めた と こ ろ で ご ざいます。 そ して 、 本 日 の資料の調整委員会の

部分は 、 こ の部分を抜粋 してつ く っ た役割 と い う こ と でご ざいま した。

○勝村委員 事務員が発言 した内容 と 同 じ こ と にな っ ち ゃ う か も しれないのですけれ ど も 、

例 え ば、 こ れは保険会社 と 保険会社の話だ と 思 う んです よ ね。 こ こ は、 一つの保険のその

代理的な主体の役割 を される わ けですか ら 、 例 えば、 素人的にわか り やす く 言います と 、

車 と 車で事故 した と き に 、 こ ち ら が全部悪いのだっ た ら 自 分が入っ てい る保険か ら支払い

ま し ょ う と 。 と こ ろ が 、 い ろ い ろ原因 を考えてい く と 、 相手の車も悪いん じ ゃ ないか と い

う こ と が あれば、 と り あ えずこ ち ら の保険会社 と し て は相手の保険会社に対 し て払っ て く

だ さ い よ と 言 う わ けです よね。 それが求償です よね。 言っ た結果 ど う な る かはわか ら ない

ですけれ ど も 、 と り あ えず 、 相手に求め る わけです よね.

だか ら 、 と り あ えず こ ち ら側の主体性 と い う こ と で 、 こ っ ち と して 、 これはやっ ぱ り そ

ち ら の保険で払 っ て も ら う べき なん じゃ ないか と 思っ たケースでは と り あ えず求償 して 、

求償 した後 、 結果 と して ど う な っ てい く か と い う の は 、 確かに手続き も含めてい ろ い ろ あ

る か と 思 う のですけれ ど も 、 求償す るか ど う かを決め る と い う の は非常に ク リ アな問題 じ

ゃ ないか と 思 う わ けです。 き ちん と 自 分た ち被保険者のた め に 、 被保険者 と い う か、 被保

険者は医療機関にな っ てい る ので し ょ う けれ ど も 、 実質国民がお金を払 っ てい る わ けです

か ら 、 被保険者のた め に 、 被保険者た ちか ら集めたお金ですが 、 助 け合いで払 う べき に関

して は払いますけれ ど も 、 そ う じ ゃ ない も の に関 して はき ちん と 財産を守っ て い き ます よ

と い う 姿勢で、 求償をすべき と 思っ た ら 求償する と い う 形の表現に していただいたほ う が

いいん じ ゃ ないで し ょ う か。

0上田委員長 今の ご指摘は、 こ の報告書では ｢法律的な観点か ら検討 し 、 そ の結論を

得て 、 当該分娩機関 と の間で負担の調整を行 う も の と する ｣ と 、 こ の よ う にな っ ています
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が 、 行 う か否か と い う 表現であ る ので、 準備委員会の報告書 と少 し違 う と い う ご指摘です

かo

○勝村委員 その文面は 、 準備委員会のイ メ ージ と ち ょ っ と 違 う よ う な感 じがす る のです

けれ ど も 。

○上 田委員長 こ こ は ど う し ますか。 6 ページの調整委員会の と こ ろ の ご指摘です。 ど

う ぞ、 近藤委員。

○近藤委員 これは ｢調整する ｣ でいいんだ と 思います。 ｢否か｣ と い う のは、 これは文章

と して は 、 最初の ほ う の ｢法律的な観点か ら検討 して 、 そ の結論を得て ｣ と い う の を ｢否

か｣ と い う こ と に書い ち や っ たので し ょ う けれ ど も 、 これは当然法律的な観点で見な き や

いかんか ら 、 使用 さ れた場合には こ こ に全部書けばいい けれ ど も 、 場合に行 う こ と につい

て審議を行 う と い う こ と でいいのだ と 思います。 ｢否か｣ と い う ん じ ゃ な く て 、 ｢行 う こ と

について審議を行 う ｣ と 。 こ の審議については 、 ま た法律的な観点か ら行 う 。 こ う い う こ

と だ と 思 う のです。

○上 田委員長 そ う し ま した ら 、 今の ご指摘の よ う に 、 ｢行 う かについて審議を行 う ｣ と 。

○近藤委員 ｢行 う こ と について審議を行 う ｣ 。

○上 田委員長 ｢行 う こ と について審議を行 う ｣ と い う こ と で よ ろ しいで し ょ う か。 勝村

委員 、 それで よ ろ しいですか。

○勝村委員 はい。

○上 田委員長 そのほかに ご ざいますで し ょ う か。 はい。 ど う ぞ、 伊藤委員。

○伊藤委員 こ の原因分析の 7 ページの 、 医療問題弁護団 ･ 分娩事故判例研究会 よ り 、 報

告書を ご提供いただいた と こ ろ と な っ てい る の ですが 、 そ の報告書を提供 していただいた

そ の 目 的は何で し ょ う か。 個人票をバ ッ と 見 さ せていただ く と 、 む し ろ今度の こ の制度で

取 り 上げよ う と してい る そ の事例 と 少 し軸がずれてい る ん じ ゃ ないか と い う 印象を持つん

ですよ 。 つま り 、 こ う い う ふ う に ご指摘の あ っ た 、 例えばカルテ の改窺だ と か説明義務だ

と か 、 保険金を支払 う 対象がその過失の有無にかかわ らず分娩に関連する と い う こ と が大

前提であれば、 こ の資料の扱い と い う のは ど う い う 目 的な のかな と い う こ と なんですね。

○鈴木委員 私は こ こ の団体の代表ですので。 こ れは こ の産科補償のた め につ く っ た分析

ではあ り ません。 要す る に 、 医療裁判の判例 と い う の は原因分析や再発防止に何の役 も果

たせない と い う 論調が 、 今 、 医学会の なかで非常に広がっ てい る わ けですね。 我々 は分娩

事故が あ っ た と き に 、 本当 にそ う な のか と い う こ と で も っ て判例分析をする なか、 そ こ か

ら 教訓 を引 き 出す こ と は可能なのではないか と 。

事例は 、 やは り 今後は新たな事例が どん どん出て く る わ けですけれ ど も 、 我々 が参考に

した事例は こ の判例の事例で 、 こ の判例の事例の なかか ら ど う い う 問題点が 出て く る のか

と い う こ と で出 してい る のであ っ て 、 こ のすべてが 、 カルテ の政頭が 、 意外に ほかの診療

科に比べてお産の事故の場合に判決の 引用 の なかで 目 立つ の はなぜなのか と い う の は 、

我々 も そ こ はわか り ません。 ですか ら 、 判例か ら 見た産科医療の実態 と い う こ と で ご参考
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に し ていただけれぱ と い う こ と と 、 それか ら 、 裁判所のなかで分析の視点で出た こ と が本

当 に再発防止 と 無関係なのか ど う か と い う の は 、 医学系の方々 にお読みいただいて ご参考

に していただけ た ら と い う こ と で も っ て厚生労働省 と 医会 に も お送 り さ せていただき ま し

た よ う に 、 こ こ に も お送 り さ せていただいています し 、 今 、 こ れをパンフ レ ッ ト なこ し て非

常に広範な産科分野の方々 にお送 り さ せていただいてい る と い う こ と なので 、 要する に参

考資料の一つ と い う こ と ですね。

最近では 、 医療事故判例は臨床の人た ち はほ と ん ど読ま ない。 だか ら 医療事故判例は意

味がないみたいな こ と も おっ し ゃ ら れてい る ので、 で き る 限 り 我々 も読みやすい よ う に 、

論点 ご と すべての判例 、 一つ一つ の判例をい ろ い ろ多角的 に分析す る と い う よ り 、 一定の

10 個 ぐ ら いのポイ ン ト でこ の 40 ぐ ら いのやつを分析する と ど う い う 傾向 に あ る のか と い

う こ と で、 こ の種の判例分析 と い う の は余 り 行われていないので、 法的責任が ど う か と い

う こ と ではな く て 、 再発防止 と か 、 原因論 と か と い う と こ ろ か ら 分析を した と い う こ と な

ので、 そ の意味か らする と 、 後 ろ の ほ う は法的な論点 も少 し入っ て いますけれ ど も 、 前の

ほ う の 3 分の 2 ぐ ら いは 、 ど う い う と こ ろ の分娩事故が リ ーガルス タディ と して法的紛争

の対象に なっ てい る のか と い う よ う な こ と で見ていただ く と 、 わか り やすいか と 思います。

0伊藤委員 今回の制度 と 関連 し て 、 こ れを全部送っ て も 、 現場の ド ク タ ーの受 け と め方

が 、 これか ら取 り 上げよ う と してい る無過失補償制度で対象 と してい る の と 対象が ち ょ っ

と 違 う ん じ ゃ ないか。 そ こ で間違っ たそ う い う 受 け と め方 さ れる と ち ょ っ と 問題 じ ゃ ない

かな と 思います。 も し これを全部送る のであれば、 ち ょ っ と そ の辺の注釈がい る ん じ ゃ な

いか と 0

0上 田委員長 き ょ う はあ く ま でも こ の委員会の資料 と して提出 さ れていますね。

○後 技監 (評価機構) 本 日 は委員会資料 と して提出 を させていただき ま したが 、 ま さ

に 、 今 、 お話の あ り ま した よ う な参考資料 と な ろ う と い う こ と で ご ざいます。 こ こ で取 り

上げ られた事例をまだ詳細にすべて見てい る わ けでは ご ざいませんが 、 伊藤委員の ご指摘

の よ う な誤解が あ っ てはい け ません し 、 原因分析を行 う 担当 の方はまだ決ま っ てお り ませ

んので、 全員の方にお送 り した り 、 さ ら にそれ以上にお送 り したい と い う よ う な こ と はま

だ考えてお り ませんが 、 その点、 誤解のない よ う に取 り 扱わせていただき ます。

○木下委員 私は 、 こ れは非常に 、 こ の産科医療補償制度その も の について と い う こ と と

は違 う か も しれませんけれ ど も 、 鈴木委員が ご指摘の よ う な視点か ら は大事な資料だ と 考

えてお り ます。

つま り 、 我々 産婦人科医会 、 産婦人科学会 も そ う なんですけれ ど も 、 こ の制度ができ る

と い う こ と が 、 我々 と して は心 して も っ と 安心 と い う の と は全 く 違 う ので、 も っ と 慎重に

行け よ と い う ふ う な こ と の視点がず う っ と 根底に ご ざいま して 、 それは ど う い う こ と か と

い う と 、 やは り 今回新 し く 事例を検討 してい く 、 原因究明 をやっ て 、 そ こ で何か問題が あ

る と い う こ と が わかっ た と き 、 それを再発予防につなげてい く と い う こ と は も ち ろんあ る

わけであ り ますが 、 既に起 こ っ た事例に関 しま して 、 医会等で も鈴木委員が ご指摘の よ う
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な 問題点 と い う の は共通の も の と して あ り 得る わけであ り ますので 、 それは少 しで も今後

そ う い っ たふ う な も の と し て 、 そ う い っ た も の の事例が出て こ ない よ う な こ と も 同時に考

えていかな き や いかん と い う ふ う な視点が あ り ますも のですか ら 、 それは学会 と して積極

的に こ う い う 事例で取 り 上げて と い う ふ う な こ と で、 原因 ･ 再発 を予防 してい こ う と い う

取 り 組みは続け よ う と 考えてお り ます。

同時に 、 実は こ う い う ふ う な こ と は余 り 表に 出ないのであ り ま すけれ ど も 、 各施設では

やっ てい る わ けですね。 何か起 これば必ずそれについて厳 し く 、 大学等あ る いは大き な と

こ ろ で もやっ てお り ます し 、 池 ノ 上委員の と こ ろ の地域で も こ う い っ た 問題はやっ てい る

と い う のが実情でご ざいますか ら 、 その意味では、 私は素直に と い う か、 謙虚に 、 こ う い

っ た事例 も ま た大事に していかな き や いかんな と い う ふ う な視点で入っ た よ う です と 聞い

てお り ま す。 そ の意味では、 今回の産科の原因究明 と い う こ と 、 それな り に参考に させて

いただければいいかな と い う ふ う な こ と と 考えてお り ます。

○伊藤委員 例えば、 こ の なかの何例かは、 鈴木先生 、 求償の対象にな る よ う な事例だ と

い う ふ う に理解 して よ ろ しいのですか。

○鈴木委員 いや、 そ う と は必ず し も言い切れないん じ ゃ ないですか。 いわゆ る重過失、

重過失の定義に も よ り ますけれ ど も 、 事故調の大綱の定義です と 、 標準的医療か ら著 し く

逸脱 してい る と い - う 、 そ う い う 概念ですか ら 、 こ れが著 し く 逸脱 してい る と い う も の を集

めたわ けではな く て 、 裁判所が過失 と認定 した も の についてですか ら 、 こ う い う も の につ

いて は全部求償の対象だ と い う つ も り はあ り ません。 それは今度は逸脱の程度を医学的 ･

法的に判断 してい く と い う こ と にな る と 思いますので。

ただ 、 著 し く 逸脱 してい る も の は求償の対象にな り ますけれ ど も 、 著 し く 逸脱 していな

く て も損害賠償責任 と して認定 された も の 、 裁判所等で認定 された も の に関 して は返 して

いただ く と い う こ と にはな り 得る だろ う と 思 う のですけれ ど も 、 こ ち ら か ら こ の機構で積

極的 に手を 出す事案は重過失だ と 。 しか し 、 過失事案でも 客観的に認定 されて 固ま っ た も

の に関 しては返 していただ く と 、 こ う い う こ と なんだろ う と 思 う のですけれ ど も 。

○上田委員長 はい。 あ り が と う ご ざいま した。 何かご ざいますで し ょ う か。

○鈴木委員 今のに関連 してい る の ですけれ ど も 、 医会か ら お出 しいただいた分析の報告

書。

○上 田委員長 資料 4 ですね。

○鈴木委員 これを今拝見 したのですけれ ど も 、 最後 に 出てい る報告書の 3 例の う ち 、 2

例 をザー ッ と 読んでみたんですけれ ど も 、 こ の報告書をおつ く り にな る の に 、 こ の委員会

に入 っ てお られる 方が 4 人ほ ど入っ てお ら れます し 、 法律家 も 2 人入っ てい る んですけれ

ど も 、 我々 患者側弁護士か ら見る と 、 最初の 2 例だけ見て も 、 我 々 だっ た ら こ の点につい

て も ご説明いただかない と 、 多分、 当事者の方々 は納得 さ れないだろ う な と い う よ う な視

点 と い う のが見受け られる んですね。

だか ら 、 結論がおか しい と か何 と か言 っ てい る つ も り はないんですけれ ど も 、 分析の視
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点 と して 、 例え ば、 報告書のそ の事例の 1 であれば、 軽度の一過性徐脈を認めなが ら 分娩

監視装置を外 した こ と が特に問題ない と 、 ハイ リ ス ク でも ないので問題ない と おっ しゃ っ

てい る の ですが 、 通常、 妊婦 さ んた ち は途中で軽いに し ろ異常が あ っ て 、 あ の と き 分娩監

視装置をつ けていただけていればそ の急速な悪化について はわかっ たのではないか と 、 こ

う い う 疑問 は当然の こ と なが ら 出て く る だろ う と 思 う のですね。 そ こ については こ の報告

書の ご説明 と い う の は 、 やは り も う 少 し あ っ て も いいのかな と い う ふ う に思います し 、 事

例の B の と こ ろ を見ます と 、 結局 、 その ミ ニ メ ト ロ の脱出 に伴っ て臍帯が脱出 して児頭に

よ っ て臍帯が圧迫 される こ と で低酸素に な っ た と 、 こ う い う メ カ ニズムです よね。

ミ ニ メ ト ロ の使用 の と こ ろ の文章を読ませていただいて も 、 ミ ニ メ ト ロ に臍帯脱出のそ

う い う 合併症が起 こ り やすいのか ど う か と い う 記述はあ り ません し 、 こ れが普通は起 こ り

得ない こ と が起き た のか、 普通で も起こ り 得る こ と が起き た のか、 それを防止する た め に

何 ら かの こ と が考え ら れる か と い う よ う な こ と は、 こ の回避の可能性の と こ ろ に も全 く 言

及 されていないんですね。

こ う い う と こ ろ と い う の は 、 要する に法的な評価をする か ど う かではな く て 、 我々 が法

的評価の前提 と して ど う い う と こ ろ に着眼 してい る のか と 、 その着眼点 と い う の はやっ ぱ

り 妊婦 さ んやお父 さ んが素朴に思 う 疑問点 と も 一致する んですよ ね。 こ う い う 点を ど う い

う 視点で分析する か と い う こ と について 、 やっ ぱ り 法律家を 、 従来の分析委員会の構成で

は 、 原因分析に関 して は医学専門家が 中心にな る 。 それか ら 、 再発防止分析に関 して は、

患者の立場の有識者 ･ 学識経験者 ･ 関係団体、 こ こ に法律家が入っ てい る のか ど う か記述

上はわか ら ないのですけれ ど も 、 や っ ぱ り 法律家を入れていただいて 、 要する に 、 分析の

ポイ ン ト を提出する と い う 意味ではお役に立て る だろ う と い う ふ う に思いますので、 今後 、

委員の選任に 当 た っ て は 、 その あた り も ご考慮いただき たい と い う ふ う に思っ ています。

○池 ノ 上委員 今の鈴木委員のご指摘に な っ た と こ ろ は、 先ほ ど 、 私、 ち ょ っ と 申 し上げ

ま し た実際の今の痛因論 と して因果関係がはっ き り してい る か ど う か と い う こ と について

の レベルでの議論 と 、 も う 一つは 、 これは分娩にかかわ る事象であ る のか と い う 議論 と 、

こ れは全 く 全然違 う 議論ですね。 今 、 お っ しゃ っ た よ う に 、 例 え ば分娩監視装置をずっ と

つ け な さ い と い う こ と に関 して は 、 つ け な さ い と い う こ と を主張する 学派 と 、 最初入院 し

た と き につ けて 、 それがオーケーな ら あ と は し ば ら く 分娩第 2 期 ま でいいです よ と い う デ

ー タ を出す学派 と 両方があ っ て議論 してい る 。 そ う い う と こ ろ を も う ち ょ っ と 書けばよか

っ たんで し ょ う けれ ど も 。

○鈴木委員 そ う です。 そ う です。 ま さ し く そ こ を ご紹介 し ていただ く と い う こ と が大事

なんです。

○池ノ 上委員 だけ ど 、 そ こ の議論は 、 本制度では余 り い ら ない と 言 う と おか しいんです

けれ ど も 、 その前の段階で、 これは分娩にかかわ る事象であ る か ど う か と 。 これは分娩に

かかわっ てい る わ けですね。

○鈴木委員 つま り 、 こ う い う 事案で正常だ と 思っ て も 、 途中で突然異常に な る と い う こ
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と は よ く よ く あ る こ と なのか 、 極め て稀に しかない こ と なのかは、 こ の報告書の なかでは

わか ら ないですね。

0池 ノ 上委員 そ う ですね。 ですか ら 、 そ こ ら辺が 、 分娩管理、 あ る いは分娩の 自 然史 と

いいますかね、 起 こ り 得る 。 で 、 それは じ や あ どの ぐ ら い起 こ る んだ、 と い う よ う な こ と

が 、 先ほ ど も お話に 出ま した けれ ど も 、 わか り やすい言葉で と い う と こ ろ に恐 ら く つなが

る んですね。 それを 1 対 1 の対応 をする 因果関係を 明 ら かに し ろ と な る と 、 こ れはま たな

かなか大変な作業にな る の ですが。

0鈴木委員 そんな こ と は 申 し上げていません。

0池 ノ 上委員 鈴木委員がお っ し ゃ っ てい る の は 、 そ こ を は っ き り する と 。 明 ら かにする

と 。 わか り やす く する と い う こ と ですね。

○鈴木委員 そ の医学的な論争が あ っ た り い ろいろ な考え方が あ っ た り する こ と を紹介す

る と い う の が啓発的に も な り ます し 、 そ の ご両親の納得度に も 直接的に影響を与え る んだ

ろ う と 思いますので。 専門家の なかで当 た り 前だ と 思っ てい る こ と を 、 当 た り 前だ と して

書かない と い う ふ う にな り が ち にな る も の ですか ら 、 そ こ は丁寧に ご説明 していただ く と

い う のが 、 我々 法律家の 目 か ら 見る と お願いす る点です。

○勝村委員 こ の資料、 僕 も ま だ精読で き ていないんですけれ ど も 、 伊藤委員がお っ し ゃ

っ た よ う に 、 斜め読み した感 じでは 、 やは り こ の制度にかかわ り で考え る と 、 僕は求償 と

い う こ と に な る よ う な事例が多いのではないか と 思 う わけですね。 だけ ど、 そ の こ と が 、

僕 も 準備委員会で発言 させていただき ま した けれ ど も 、 だか ら 実際に これま で裁判に な っ

てい る事例 と い う の は、 ど ち ら か と い う と 、 今後の こ の補償制度では求償すべき事例の も

の が多い と い う 可能性が高い と 僕は思っ ています。 だか ら 、 逆に言 う と 、 裁判等はせずに

結果を受け入れて脳性麻痺の子 ど も を一生懸命育ててお られていた人た ち に補償する と い

う 形にな っ て 、 こ れまでに行われていた よ う な裁判 を減 らす と い う 意味では 、 僕は直接的

な効果は少ないん じゃ ないか と 思っ ています。

ただ、 池 ノ 上先生がお っ し ゃ っ ていますけれ ど も 、 こ う い う 制度に入る よ と い う こ と で

全部明 ら かに し て い く と い う 形が 、 やは り 間接的 に裁判 と かを減 ら してい く 、 つ ま り 医療

の質を上げてい く と い う こ と で、 こ の準備委員会の議論の段階で も 、 こ れま で どんな事故

が あ っ たのか、 どんな も のが紛争にな っ てい る のか、 裁判 を減 らすた め 、 再発事故防止策

を 出すた め に も 、 既に 医賠責の保険で支払われた事例があ る程度データ と して あ る ん じ ゃ

ないか と い う こ と で出 して欲 しい と お願い していま し たが 、 それが 出 して も ら えなかっ た

の で 、 今回 こ の よ う に非常に精読す る の も 大変な ぐ ら いに ま と めて頂いてい る ので ご苦労

だっ た と思 う のですけれ ど も 、 こ う い う 、 これま での事故の事実か ら議論に入っ てい っ て

い る と い う こ と を伝えてい く と い う こ と は 、 国民全体が理解 して制度を進め て い く う えで

は僕はかな り 重要な資料だ と 思います。 こ う い う も のが全 く ないなかで 、 こ う なんだ 、 あ

あ な んだ、 多分 こ う だろ う 、 こ う い う も の が多いんだ、 と 言っ て も 、 何か説得力が なかっ

た と 思 う ので、 こ の資料は と て も重要だ と 思います。
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産科医会のほ う の資料に して も 、 今後 ど う い う 形でやる のか と い う のが 、 ち ょ っ と 事例

に関 して専門的な話は鈴木先生の ご意見 も あ っ た り したか と 思 う んですけれ ど も 、 こ う い

う 感 じでやっ てい こ う と い う こ と でま と めていただいて 、 こ の資料 4 、 資料 5 と い う の は、

僕はすご く 準備委員会を終えてか ら いい資料が出て き たな と い う ふ う に感 じています。

それで、 こ れは最初に聞 く べき だっ たかも しれないんですが 、 情報公開する と い う こ と

で 、 準備委員会 と 同 じ よ う に こ の会議の議事録も全部ホームページに載せていただいて 、

こ こ へ出た資料も全部 P D F で載せていただ く と い う こ と の理解でいいわ けですか。

○上 田委員長 まず、 公開 と い う こ と は先 ほ どの規則であ り ま した。 そ こ で 、 勝村委員の

ご指摘を ど う する か、 重要な課題であ り ます。

0勝村委員 準備委員会の と き は全部議事録は載っ て 、 傍聴に直接来 られな く て も 、 その

と き の議事録を読んでいて 、 ｢資料 3 の ｣ と 言っ ている資料がなかっ た ら わか ら ないわけで

すか ら 、 通常 、 今 、 厚労省の審議会 も全部そ う い う ふ う に していただいてい る と 思います

し 、 私 と して は こ う い う き ょ う の議論の資料 も全部 P D F で載せていただけた ら 、 い ろい

ろ な国民の方々 が見やすい。 代わ り に僕た ち が 、 ｢ こ んな資料が あ っ たんです よ ｣ と 国民に

伝えてい く と い う こ と は と て も大変なので、 ぜひ準備委員会の流れに沿っ て 、 準備委員会

では あ っ たの に運営委員会では議事録や資料がな く な る と い う こ と が ない よ う にお願い し

たい と 思います。

0鈴木委員 資料は P D F に していただかな く て も私 ども のホームページに載っ てお り ま

すので 、 そ こ に飛んでいただければ。

○勝村委員 P D F にする のは大変ではないで し ょ う 。

○上 田委員長 ただいま の勝村委員の ご意見に何か委員の皆 さ ん方か ら ご意見が あ り ます

か。 公開 はいた します。 一部非公開の部分 も あ り ま す。 同 時に 、 こ こ での議事録等をホ

ームページに準備委員会 と 同 じ よ う に載せる こ と について の ご提案です。 そ の こ と につい

て 、 委員の皆 さ んの ご意見をお伺い していますが 、 何かご意見はご ざいますで し ょ う か。

○辻本委員 こ の規則の と こ ろ に守秘事項 と い う も のが ご ざいますね。 これが審議の内容

を ほかに漏 ら し て はな ら ない と 、 こ こ に明記 して ご ざいます。 次は 、 公開 と する 。 と い う

の は 、 そ こ は ど う 理解 した ら いいので し ょ う か。

○上 田委員長 ただいま の ご質問ですね。 私 、 委員長ですけれ ど も 、 機構に 関与 してい る

立場でお話 し し ます と 、 審議については 、 準備委員会で も い ろい ろ議論があ り ま した けれ

ど も 、 公開す る と い う こ と です。

ただ、 個人情報の 内容が あ る場合に は 、 非公開 と い う こ と が あ り ます。

それか ら 、 守秘義務について は、 こ こ での審議内容を漏 ら してはな ら ない。 、 公開で行っ

ていますか ら 、 そ の 内容についてはま さ に公開 していますが 、 先ほ ど 申 しま した よ う に一

部非公開の場合 も あ り ますの で 、 そ う い う 場合には委員の方はその点について守秘義務が

あ り ます。

○鈴木委員 5 条の審議の内容の後 に括弧 し て ｢ (公開部分を除 く ) ｣ と 書いた ら ど う です
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か。 そ う じ ゃ な ければ、 辻本先生おっ しゃ る よ 効こ 、 整合性がない と 思います。 公開 して

い る のに守秘義務をかけ る と い う のは。

○上 田委員長 はい。 検討 させていただき ます。

○後 技監 (評価機構) ｢非公開 の委員会の審議の 内容を漏 ら して はい けない ｣ だけで

いいん じゃ ないですかね。

○上田委員長 そ う ですね。 わかる よ う に さ せていただき ます。

0辻本委員 発言 したついでに 申 し上げたいのですけれ ど も 、 7 ページの原因分析の と こ

ろ で何度 も繰 り 返 し こ の報告書の大切 さ が う たわれ、 あ る いは児 ･ 家族に フ ィ ー ドバ ッ ク

する と い う ふ う に書いていただいてい る んですね。

そ こ でお願いなんですけれ ども 、 原因分析委員会の メ ンバーに 、 専門用語がすべて理解

でき る 家族ばか り じゃ ないわ けですか ら 、 そ の辺を も っ と わか り やす く 翻訳 していただけ

る方をぜひ加えていただき たい と 思います。 例 えば学会か ら報告 される 資料 4 ですが 、 こ

の報告書をすべての妊婦 さ んあ る い は関係家族の方が読んで理解でき る か と い う と 、 難 し

い と 思 う んですよ ね。 ですか ら 、 こ れで報告 しま し た よ と い う こ と にな っ て し ま っ た ら 、

や っ ぱ り 納得に はつなが ら ない こ と も あ る と 思いますので 、 そ の と こ ろ も シス テ ム の なか

での配慮 と 言いま し ょ う か、 ご努力 を形に していただき たい と 思います。

○上 田委員長 そ う し ま す と 、 一般の方にわか り やす く す る た め に委員 と して入っ て も ら

う のか、 も し入 ら ない場合には どの よ う な形で一般の方に も わか り やす く する のか、 検討

して ほ しい と い う ご要望、 ご指摘 と い う こ と で よ ろ しいで し ょ う か。

○辻本委員 はい。

○上田委員長 わか り ま した。

こ の委員会は、 公開 と と も に 、 議事録を載せてほ しい と い う ご意見ですよね。

○勝村委員 準備委員会で も そ う い う ご意見 も ほかの方 も あ っ た と 思いますが 、 本来は法

律にの っ と っ てつ く っ て も いい制度を 、 法律を使わずにや り つつ 、 かつ出産一時金が と い

う 話ま でを してい る わ けですよね。 で 、 そ う い う 議論を しなが ら形は公開だけ ど、 公開 と

いっ て も 、 こ こ に実際に来れな き や 見 ら れない。 その時間 に乗れな き や 聞 けない。 来た人

だけです よ と い う の は 、 や っ ぱ り 本当 の意味で公開 に な り 得ていない と い う の が今の時代

の常識だ と 思 う ので、 だか ら公開する と 言っ た限 り はホームページに載せてい る と 。 来た

人 と 同 じ資料が来ていない人にわかる んだ と い う こ と で準備委員会 もやっ て き ていただい

た と 思いますので、 こ こ で改めてそ の公開する か否かをそれほ ど検討する こ と ではない と

思います。 公開すべき か ど う か と い う の は委員長のほ う であ んま り 悩ま ないでいただき た

いんですけれ ど も 。 準備委員会 と 同 じ よ う にやっ ていただ く ので何がだめ なんで し ょ う か。

○上 田委員長 すみません。 先ほ ど 、 委員長であ り なが ら 、 機構の立場でお話 し していた

んですが 、 実は 、 公開 について 内部で大分議論いた し ま した 。 やは り 準備委員会 と 同 じ よ

う に 、 今 、 勝村委員ご指摘の よ う に 、 こ の制度は公的な取 り 組みですので、 従来、 機構の 、

こ う い っ た委員会に関 して は非公開で行っ てお り ま したが 、 今回は公開 に しない と い けな

‐ 3 1 ‐



いだろ う と い う こ と で、 公開 と し ま した。

も う 1 点は 、 確かに 、 制度を検討する に 当 た っ て は議事録も ホームページに載せて 、 広

く こ の制度について皆 さ ん方に関心を持っ ていただいて 、 皆 さ ん方の意見をでき る だけ反

映 させてい こ う と 考えてホームページに議事録や資料を載せていま した。

今回 、 こ の制度を現実に運営 しない と いけ ないですね。 運営 に 当 た っ て 、 やは り 事務局

だけで進め る のでな く 、 運営委員会でそれぞれの立場の方に入っ ていただいて審議を し な

が ら 、 そ して ご指摘を受けなが ら進めていき たい と 考えています。

ま た 、 公開 を行っ て 、 こ の よ う に傍聴 していただいています。 ただ、 も う 一方では、 今、

申 し上げた よ う をこ 、 こ の制度 を運営 してい く 必要が あ り ま す。 ですか ら事務局 と しては 、

準備委員会で行っ た よ う なホームページに議事録を載せる こ と については 、 こ の よ う な傍

聴 と い う 形で進めては ど う だろ う か と 考えています。 勝村 さ んか ら 、 こ れは非常に大事だ

か ら そ う 悩まずに と い う ご指摘なんですけれ ど も 。

○鈴木委員 従来 どお り やっ ていただいた ほ う が 、 僕はいい と 思いますけれ ど も 。 従来 ど

お り 議事録な ど も機構のホ-ムページに 出 して 、 これ も 来年の 1 月 1 日 と い っ て も 、 平均

的に言えば再来年の 1 月 1 日 以降 申 請が 出て く る はずですよ ね。 こ の 1 年間 と い う の は啓

発的な意味 も も のすご く あ る わ けです よ ね。 何回やる のか知 り ませんけれ ど も 、 こ う い う

情報を どん どん出 していかない と 社会の なかに認知 さ れない と 思います し 、 今 、 委員長が

おっ し ゃ っ た こ と は非常に歯切れが悪いですよ 。

○近藤委員 結局 、 こ の 6 ページの委員会が a b c で 6 つあ り ますね。 こ れを ど う い う ふ

う な位置づけ にする かに よ っ て 、 企画委員会の位置づけを ど う する かに よ っ て今の判断が

変わっ て く る んだ と 思 う んです。 例 えば、 審査委員会 も全部出せ、 原因分析 も全部出せ、

こ れは人の名前 と か全部出て く る わけですね。 それか ら 、 異議審査 も全部出せ と 言っ た ら 、

こ れは裁判 を全部公開する よ う な も のですか ら 、 こ れを全部やる と い う こ と に なれば、 こ

れはち ょ っ と 私は問題が あ る と 思 う んですね。 運営委員会であれば、 全体的な話であ っ て 、

動かすのであれば今の よ う な話も あ る けれ ど も 、 こ の運営委員会がそ う であれば当然ほか

の も 全部公開です よ と なれば、 こ れはち ょ っ と 運営 と してやっ てい けないん じ ゃ ないか と

思 う んですね, そ こ の位置づけ を き ち っ と 決めた う えで運営委員会のほ う を ど う する か と

い う の を決め な き や いかん と 思います。 私は 、 は っ き り 言っ て運営委員会はいい と 思いま

す。 運営委員会は出 し て も いい と 。 こ の全体の運営をやっ て 、 全体の P R の 関係をやっ て

い る わけで し ょ う か ら 、 出 した ほ う がいい と 思いますけれ ど も 、 ほかの ほ う ま で波及する

のであれば反対です。

○上 田委員長 では 、 運営委員会については議事録な どを載せて も いいですが 、 ほかの委

員会については改めて検討する と い う ご意見ですか。

○近藤委員 恐 ら く 、 審査なんて個別の人の名 前が全部出て 、 こ れも全部や る わけで し ょ

う 。 これはでき ない と 思いますよ 。

○上 田委員長 では 、 運営委員会に 関 して は傍聴、 そ して議事録の公開 と い う ご意見です
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ね。

○五阿弥委員 これは基本的に公開 してい る わ けですか ら 、 逆に 、 ホームページに議事録

が載っ たほ う が 、 誤っ て 引用 さ れた場合に 、 ｢いや、 正 し く は こ う い う こ と です よ ｣ と い う

こ と で、 逆に我々 に と っ て も それはいいん じ ゃ ないか と 思いますけれ ど も ね。

○鈴木委員 b か ら f の と こ ろ はみんな個別事案です し 、 プ ラ イ バシーに も かかわ る こ と

です し 、 モデル事業でも審議委員をやっ ていますけれ ど も 、 個別の ケース についての委員

会に も入っ ていますけれ ど も 、 そ こ は全部ブラ イ ン ドに さ れています。

ただ、 b か ら f の と こ ろ は全 く 情報を何も 出 さ な く ていい と い う こ と ではないので 、 そ

の透明性を持たせ る た め にはア ウ ト プ ッ ト の と こ ろ だけ 、 報告書が出た と か、 そ う い う も

の に 関 して は当事者の個人識別情報に配慮 し なが ら 出 してい く と い う こ と が 、 む し ろ原因

分析 ･ 再発防止 と い う のは社会に対 して発信 していかない と 意味が あ り ませんか ら 、 モデ

ル事業で も そ こ は配慮 しなが ら 出 している わけです しね。

○近藤委員 だか ら 、 そ う い う の は 、 恐 ら く 、 こ こ の運営委員会に出て く る んだ と 思 う ん

ですね。

○上田委員長 そ う ですね。

○近藤委員 そのなかで出す と い う こ と は 、 私はいいんだ と 思います。

○勝村委員 と り あ えず、 き ょ う 、 出てい る の は運営委員会の規則だけ出てい る ので、 そ

う い う 議論も 当然あ り 得る と 思 う ので。 だけ ど 、 ち ょ っ と 詳細がわか ら ないので。

僕は こ の委員会規則の 5 条の話 も ち ょ っ と 書き 直 した ほ う がいいん じ ゃ ないか ら恩いま

すが 、 6 条の タ イ ト ルも 、 ｢ (会議の非公開 ) ｣ になっ ていますけれ ど も ｢ (会議の公開) ｣ で

いいん じゃ ないか と 思 う んですけれ ど も 、 運営委員会に関 して は、 僕がお願い したいのは、

ほん と に来れなかっ た人 も全部わかる 。 だか ら 、 議事録 と 配付資料が全部ホームページで

入手でき る と い う こ と は 、 何か突出 した話 じゃ な く て 、 逆にそれを していなかっ た ら と て

も 突出 した奇妙な会議だ と 思いますので、 それは。

○上 田委員長 先ほ どの配付資料は工夫する と い う こ と で。

○勝村委員 資料 も全部。 資料を見て議論 してい る わ けですか ら 、 議事録だけで資料がな

かっ た ら わか ら ない。

○上 田委員長 そ う しま した ら 、 き ょ う の ご指摘、 事務局で整理 し なが ら進め ます。 それ

では、 時間 も 大分押 して き ま したので、 ただいま の ご指摘は、 今、 申 し上げま した よ う に 、

事務局の ほ う で詰め さ せていただき ます。

それでは 、 最後の課題の普及啓発等について を、事務局か ら お願いいた します。

( 3 ) 普及啓発等について

0後 技藍 (評価機構) それでは、 本体資料 8 ページをお願いいた します。 8 ページで(3)

の普及啓発の部分です。

まず、 アですけれ ども 、 広報関係の取 り 組みについて ご説明 申 し上げます。
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①ですけれ ど も 、 国に よ る 支援策の一環 と し て厚労省か ら産科医療補償制度報告書の概

要が作成 さ れてお り ます。 こ れが本 日 の資料の 2 のパ ンフ レ ッ ト に な り ます。 ピ ン ク 色の

パ ン フ レ ッ ト で ご ざいます。 本年 3 月 末に報告書、 オ レンジ色の報告書 と こ のパ ンフ レ ッ

ト と 併せて各 5 部づつがすべての分娩機関及び都道府県並びに関係団体に対 して送付 され

てお り ます。

次に 、 ②で ご ざいますが 、 報告書の 内容を よ り わか り やす く 簡潔にま と めた産科医療補

償制度について と い う 、 パ ワ ーポイ ン ト の ス ラ イ ドであ り ますが 、 こ れを作成 して既に 当

機構のホー ムページに掲載を してい る と こ ろ で ご ざいます。 それに さ ら に 、 私、 き ょ う 、

省略 さ せていただいた事務の手続き な どの部分 も加 えた資料も併せてま た掲載する予定 と

してお り ます。

それか ら⑧ですけれ ど も 、 すべて の分娩機関及び保健所 ･ 保健セ ンタ ー等に 7 月 下旬以

降 、 順次本制度の周知のた め のポス タ ー及び リ ー フ レ ッ ト を送付する予定 と なっ てお り ま

す。 こ のポス タ ー と リ ー フ レ ッ ト が本 日 の資料 3 で ご ざいます。

資料 3 の A 4 の ポス タ ーですけれ ど も 、 これはA 4 サイ ズですが 、 実際のポス タ ーは こ

の 4 倍のサイ ズの A 2 と な っ てお り ます。 そ して 、 ポス タ ー に は、 産科医療補償制度 と い

う 、 制度の名称を書き込んでお り ま す。 それか ら 、 1 月 以降に生まれた赤ち ゃ んか ら対象

と な り ます と い う 時期 の こ と も 書いてお り ます。 それか ら 、 向かっ て右下に 、 産科医療補

償制度のシンボルマー ク をデザイ ンいた し ま した。 今後 と も お見知 り 置き の ほ ど 、 お願い

いた します。 シンボルマー ク で ご ざいます。 それか ら 、 運営組織でご ざいます評価機構の

名前を書き込んでお り ます。 こ の よ う なポス タ ーをつ く っ てお り ます。

それか ら 、 リ ー フ レ ッ ト ですが 、 こ れは小 さ い ほ う の資料に な り ます。 母子健康手帳に

挟み込む こ と ができ る サイ ズにな っ てお り ます。 同 じ よ う に 、 表紙に は ｢産科医療補償制

度 ｣ と い う 名称であ り ま し た り 、 シンボルマー ク 、 あ る いは運営組織の評価機構の名前を

書いて あ り ます。 そ して 、 広げていただき ます と 、 そ のなかに新 しい制度が始ま る と い う

こ と を書き 出 し と して書いてお り ま して 、 それか ら Q &A の形で制度の簡単な ご説明 を さ

せていただいてお り ます。 裏側 に は 、 補償約款の概要ですけれ ど も 、 それを小 さ い字で恐

縮では ご ざいますが 、 その概要について掲載を してお り ます。

こ の よ う なポス タ ー 、 リ ー フ レ ッ ト を 7 月 (今月 ) の下旬以降送付す る と い う こ と と し

てお り ます。 こ れが③で ご ざいます。

それか ら ④ですけれ ど も 、 制度の概要 と 、 それか ら具体的な事務の取 り 扱い 、 こ れをわ

か り やす く 解説 した D V D ソ フ ト を作成 してお り ま す。 ポス タ ー と 併せて全分娩機関に送

付する こ と と してお り ます。 D V D を再生いた します と 、 先ほ ど使いま したパ ワ ーポイ ン

ト の画像が出て ま い り ますの と 、 それか ら ナ レーシ ョ ンがそ の 内容を説明 してい る と 、 そ

の よ う な内容でご ざいます。

続き ま してイ にま い り ます。 関係団体への説明会の実施について の取 り 組みでご ざいま

す。 関係団体に対 して本制度に係 る説明会 を実施 してお り ま して 、 今後 、 8 月 下旬 ごろ ま
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でにかけて集中的に実施する予定 と してお り ます。 具体的には 、 9 ページにま い り ますが 、

以下の と お り であ り ます。

①で、 まず、 日 本産婦人科医会でご ざいますが 、 全国 47 都道府県支部がご ざいま して 、

本制度の推進担当者が配置 されてお り ます。 こ れ ら の先生方にお集ま り いただいて連絡会

を 6 月 22 日 に医会 と それか ら 日 本医師会 と の合同の主催、 そ して評価機構が共催 と な り ま

して 開催 してお り ます。 そ して 、 事務の詳細な流れな どを含めた説明 を実施 してお り ます。

それか ら 、 東京や宮城な ど、 既に全国 10 支部において個別の説明会、 これも 実施を して済

んでい る と こ ろでご ざいます。 今後 も順次実施 して まい り ます。

それか ら 、 ②が 日 本助産師会でご ざいます。 通常総会を 5 月 17 日 にや り ま して 、 こ こ で

説明会を実施 させていただいて 、 済んでお り ます。 ま た 、 都道府県支部がご ざいますので、

そ の単位の説明会について本部で と り ま と め を行っ ていただいてお り ま して 、 既に全国 20

支部での説明会の予定が決定 してお り ますので、 これ も順次説明にま い り ます。

そ して 、 最後 、 ③病院団体でご ざいますが 、 日 本病院会の常任理事会でご説明いた しま

した。 これが 2 月 23 日 で ご ざいます。 それか ら 、 池 ノ 上委員に ご高配いただき ま して 、 全

国国立大学周産期母子セ ンタ ー会議におき ま して 、 4 月 14 日 に ご説明 を さ せていただき ま

した。 それか ら 、 全国 自 治体病院協議会の常務理事会 、 これは 4 月 17 日 に ご説明 を させて

いただいてお り ます。 今後 、 日 本病院団体協議会、 こ れは 11 の病院団体か ら な る組織です

が 、 こ の役員会や公的病院等を 中心に実施予定 と してお り ます。

そ して今度は ウ の今後の主なスケジュールでございますが 、 20 年 10 月 か ら の妊産婦情報

の事前登録準備、 それか ら 2 1 年 1 月 以降出生の児の補償開始を 目 指 して準備を進めてお り

ます。

今後の主な予定を 申 しま す と 、 まず、 7 月 23 日 で ご ざいますが 、 全分娩機関に先ほ どの

広報用 の ポス タ ー 、 それか ら リ ー フ レ ッ ト 、 それか ら加入依頼書、 それか ら 制度概要等の

解説 、 D V D ソ フ ト 、 こ う い っ た も の を送付する こ と と してお り ます。 7 月 下旬か ら そ の

送付物が届 き ます と 、 分娩機関か ら加入の 申 し込みが可能にな り ますので、 その受 け付け

をいた します。 そ して 、 9 月 初旬 に は加入依頼済みの分娩機関 に詳細な事務マニ ュ アル等

を送付する こ と と してお り ます。 それか ら 、 分娩機関におかれま して は 、 事務の訓練を し

ていただ く と い う こ と と な り ます。 それか ら 、 同 じ く 10 月 の初旬ですが 、 そ の時点でいま

だに加入 してい ら っ し ゃ ら ない未加入分娩機関があ る かも しれません。 その よ う な分娩機

関 に対 して加入の促進を強化 してまい り たい と 思っ てお り ます。 そ して 、 10 月 1 日 か ら妊

産婦情報の事前登録事務が開始さ れる と い う こ と にな り ます。 そ して 、 2 l 年 1 月 か ら は補

償制度の開始でご ざいま して 、 2 1 年 7 月 か ら 、 恐 ら く 、 最 も 早い場合の極めて重症な児に

つ き ま して補償 申請がな さ れて 、 それが受け付け ら れる と い う こ と と な る 予定で ご ざいま

す。

以上が広報でご ざいます。

○上 田委員長 はい。 ただいま の説明 に ご質問は ご ざいますで し ょ う か。 いかがで し ょ う
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かo

○辻本委員 こ の小 さ なパ ンフ レ ッ ト の 中開 き に 、 ｢産科医療補償制度についてのお問い合

わせ｣ と い う こ と で番号が紹介 さ れています。 こ こ が こ の制度だけ の こ と を対応 していた

だ く 窓 口 と 理解 した ほ う が いいのか、 そ う い う 対象か ど う か と い う こ と を迷 う よ う な 、 あ

る いは相談 したい と い う よ う な 、 そ う した ご家族な ど も受 け入れていただけ る と い う ふ う

に理解 していいんで し ょ う か。

○後 技監 (評価機構) ただいま ご指摘の あ り ま したの は こ の裏側に な り ます。 そ の左

下に制度についてのお問い合わせ と 、 電話番号が書いてあ り ま す。 これが 、 私 ど も 、 7 月

末に立ち上げます専用 コールセ ンタ ーの番号に な っ てお り ま す。 そ こ でまずは制度に関す

る さ ま ざま な こ と についでご相談いただき ま して 、 こ の コ ールセ ンタ ーで ど う して も対応

でき ない事柄は こ ち ら の運営部で引 き 取 り ま して対応 させていただ く と い う 流れに な り ま

す。

○上 田委員長 よ ろ しいですか。

○辻本委員 はい。 わか り ま した。 あ り が と う ございます。

0上田委員長 そのほかご ざいますで し ょ う か。 いかがで し ょ う か。 ど う ぞ勝村委員。

0勝村委員 こ の ト リ ソ ミ ー と かは対象にな ら ない と い う こ と と かが 、 こ の大き いポス タ

ーなんかだ と 、 こ う い う 制度ができ る んだ と い う こ と なんですけれ ど も 、 実際は本当 に脳

性麻痺の子 ど も を抱えてい る家族の全体の量か らす る と 、 対象は一部に限 ら れる わ けです

まね。

0上 田委員長 はい。 除外基準があ り ますか ら 。

0勝村委員 脳性麻痺になっ て も対象にな ら ない子供がかな り 多 く て 、 医学的調査を して

いただいた こ んな資料を見て も ね。 だか ら 、 そ の あた り の 2, ooo g 以上、 33 週以上 と い う

こ と と は別 に 、 そ こ の誤解 と かも僕は従前か ら気に な っ てい る んです。 誤解 と い う か 、 本

来そ こ で差がい ろ い ろでき て しま う ので、 先天的な も の と 判断 さ れた ら対象外 と い う こ と

です よ ね。 だか ら 、 その あた り に も 、 制度の趣 旨 と い う 意味では 、 特に今は こ う い う 除外

規定が あ る 制度で も いいですか と 問いかけ る よ う な段階だ と 思いますので、 ま だあ と 半年

ぐ ら いは。 だけ ど も 、 変 え られない と 思 う んですけれ ども 、 そ う い う 趣旨 の制度なんだ と

い う こ と でス タ ー ト してい っ て 、 5 年後 ぐ ら いにはま た変わ る可能性が あ る んだか ら 、 ち

ょ っ と そ こ の点も しっ か り 伝えて も ら いたい と 思いますけれ ど も 。

○上 田委員長 遅 く と も 5 年後の見直 し と い う のが あ り ま すね。 それか ら 、 ただいま の除

外基準について 、 制度的には こ の よ う に決めて進め ますので 、 その辺 を 国民の啓発に 当 た

っ て十分配慮 して ほ しい と い う ご要望ですね。

○勝村委員 そ う ですね。 ｢脳性麻痺児 と その ご家族の介護 ･ 看護を支援する制度です｣ と 、

こ の ポス タ ー に は書いて あ っ て 、 ま さ にそ んな制度は僕はあ っ た ら 素晴 ら しい と 思います

し 、 こ う 書かれてい る と 、 ほん と に福祉的な形で 、 福祉が充実 してい く のかな と い う ふ う

にやっ ぱ り 見 え る んだけ ど 、 実は対象にな ら ない脳性麻痺の子供の家族のほ う が 、 対象 じ
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ゃ ない と こ ろ の ほ う がやっ ぱ り 多いわ けなんですか ら 、 ち ょ っ と こ のポス タ ーでは福祉が

充実する と い う ふ う な形に誤解 される と 思います し 、 ま だみんな も わか ら ない し と い う 、

ま あ 、 い ろい ろ ご苦労 されてい る 揉ま思いますけれ ど も 、 ぜひ。

○上 田委員長 その点を十分配慮 し て取 り 組んでいただき たい と い う こ と で よ ろ しいで し

ょ う か。

○勝村委員 はい。

○戸刈委員 私は小児科医のなかで も新生児を主に して き た者です。 実際に臨床の現場 と

い う の は 、 今 、 勝村委員がお っ し ゃ っ た と お り で 、 対象に な り ます脳性麻痺の赤ち ゃんを

い っ ぱい見て き て 、 境が本来あ る べき じ ゃ ない も の なんですね。 現実には 、 分娩に関与 し

てい る していない と い う 、 そ う い う フ ァ ジーな部分で線引 き を ど う して も し な き や い けな

い と い う の は理解でき る んですけれ ど も 、 そ こ に入 ら なかっ た 、 つま り 全 く 数字上で対象

か ら外れて し ま っ た方 と の差が 、 ど う して も 問題にな ろ う か と 思 う んです。 恐 ら く 、 審査

委員会等々 でも き っ と 将来一番の悩みにな る んではないかな と 。 ですか ら 、 それも含めて

5 年以内での見直 しの対象にぜひ していただいたほ う が現実に即 してい る と 思います。

○伊藤委員 しか し 、 その点は制度設計の段階か らずっ と 議論 さ れて き てい る こ と なんで

すが 、 私は あま り 5 年後の見直 し に期待を抱かせる よ う な発言 と い う の はまずい と 思 う ん

です よ 。 それは制度の問題 と い う よ り は 、 分娩を扱 う 医療機関で先天性の理由 で全 く 医師

や医療機関で防 ぐ こ と ができ なかっ た と い う き ち っ と した説明が 、 まず医療機関で行われ

る べき だ と 思 う んですよ 。 そ して 、 その責任はない けれ ど も 、 非常に こ う い う 結果になっ

た こ と について共感表明が必要 と 思います。 ｢ これは病院に原因がない。 先天性ですよ ｣ と

言っ て突き放す よ う なや り 方が 、 非常に 問題を こ じ らせる わ けです。 だか ら 、 そ う い う 制

度について今後先天性の問題まで広げてい く と い う よ う な こ と について 、 あんま り 過大な

期待を抱いて も ら う と い う よ り も 、 そ う い う 事例に対 して 医療機関 と して本来 ど う 対応 し

た ら いいのか と い う こ と を 、 現場の 医療機関 も き ち っ と 対応 していただ く と い う こ と も 、

併せてお願い してい く べき じ ゃ ないか と 思 う んですね。 私の と こ ろ で五十幾つかの病院の

経営 を行っ ていますが 、 産科だけではな く て 、 そ う い う 不幸な結果が生 じた と き の 医療側

の対応の まず さ 、 説明 のまず さ が 、 大部分その後訴訟にな っ てい く 原因なんです ま 。 です

か ら 、 そ う い う こ と か ら行 く と 、 医療側に責任があ る かないかにかかわ らず、 まず、 すべ

て き ち っ と 説明 を して 、 こ れはほん と にやむを得ない こ と で した と い う こ と を理解 してい

ただ く のが先決 じゃ ないか と 思 う んですよね。 ち ょ っ と 余計な こ と ですが。

○上 田委員長 いいえ 、 あ り が と う ご ざいま した。

一応 、 予定の 6 時が過ぎていますが 、 何か全体を含めま して ご意見 と かご ざいますで し

ょ う か。

○宮澤委員 本来か ら の と い う お話が 出ま した けれ ど も 、 私 も こ れは本来的には社会保障

と か社会福祉の方向で行 く のが正 しいあ り 方だろ う と 思っ ています。

ただ、 今回 、 民間の保険を使 う と い う 形ででき た限界 と い う のが 当然出て き ています。
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そ の限界が出て き てい る なかで 、 やは り 二つ考え るべき 問題があ る だろ う と 思います。 そ

れは一つはやっ ぱ り 加入率の問題で、 こ れは準備委員会のなかで もずいぶん当初か ら話を

されて き ま して 、 加入率を上げる た め に は ど う した ら いいのか、 こ の加入率が低い と 制度

そ の も の が破綻 し て しま う と い う こ と 。 民間保険 と い う 限 り に は 、 加入する か ど う か と い

う の は基本的には 自 由 と い う 側面が あ る ので、 その促進を こ っ ちへ こ う 押 し出 していかな

い と 非常にまずい結果にな る だろ う 。 そ の意味では 、 分娩 してい く 数の 問題、 個人開業医

さ ん も も ち ろ んた く さ んい ら っ し ゃ いますけれ ど も 、 病院の ほ う での 出産 ･ 分娩 と い う の

は非常に多い と い う こ と を考え る と 、 そ の病院等に対 して十分な保険の加入が促進でき る

と い う こ と を まず考えていただ く 必要があ る だろ う と い う こ と が第 1 点ですね。

も う 1 点は 、 こ れも 準備委員会のなかで問題にな っ て き た こ と ですけれ ど も 、 継続性の

問題。 こ の保険給付が大体 20 年以上 と い う 形で極めて長期になる と い う こ と を考え る と 、

そ の リ ス ク をヘ ッ ジする こ と を考えておかな ければいけないだろ う 。 で 、 リ ス ク のヘ ッ ジ

は ど う い う こ と に な る か と 言 えば、 やは り これは民間保険の活用ですか ら 、 保険会社を幾

つか並行的に入れて 、 倒れる 可能性の場合 ど う なのか と い う 問題がずっ と 出て き ていま し

たので、 余 り 集 中 しない と い う 形を考え る必要があ る だろ う と い う こ と が第 2 点。 やは り

こ の制度を現実的 に動か してい く う えで 、 こ の二つ と い う の は非常に重要な問題点かな と

い う のが 、 最後の意見でご ざいます。

○上 田委員長 あ り が と う ご ざいま した。

○鈴木委員 将来の課題 と い う か 、 実際にス タ ー ト する ま での 間に 、 き ょ う の前半戦の質

問の と こ ろ で幾つか出ていた 問題を少 し法的に整理 しておいていただいたほ う がいいか と

思います。

三つ ほ どあ る んですが 、 一つは 、 受給資格 と の関係で、 児が死亡 した と き にだれが受給

資格にな る のか と い う の は 、 ど う い う 論理構成でだれがな る のか と い う のは明確に してお

いた ほ う がいいだろ う 。 こ れは夫婦が別れた と き と か、 養子縁組 と か、 い ろ い ろ な例が出

て 、 こ う い う ト ラ ブルの原因 をつ く る こ と にな り ますので。

二つ 目 は 、 不支給に対す る不服 申 し立て なんですが 、 こ れは受給者がだれに対 して不服

申 し立て をする のか と 。 こ れは一応 こ の 内部の運営組織に対 して異議申 し立て をする と い

う こ と はあ る んですけれ ど も 、 それで も納得 しなかっ た と き に 、 こ れは認定を受けた場合

には払 う と な っ てい る んですね。 じ や あ認定が間違っ ていて も 、 認定を しない以上は払わ

な く て も いいのか と い う 問題が あ っ て 、 多分、 認定の こ のルールのなかでは認定の妥当性

が 、 法的 には最終的に裁判所の判断がい る んだろ う と 思 う んですね。 こ れは行政であれば

行政処分ですか ら 、 要する に 、 行政上の不服審査 と 行政訴訟 と い う ふ う に上が っ て く る わ

けなんですけれ ど も 、 これは一体だれに対 して請求すればいいのか。

それか ら 、 三つ 目 なんですが 、 今度は求償の場合、 こ れをだれが 、 求償する相手は産科

医な り 施設にな る んだろ う と 思 う んですが 、 だれが求償す る のか と 。 こ れは保険会社なの

か運営組織なのか、 こ こ も 少 し法的 に整理 しておいていただいた ほ う がいいか と い う ふ う

･ 3 8 ‐



に思いますので。 実際に 、 始ま る 前は何 と な く フ ァ ジーでも わか り やすいんですけれ ども 、

始ま っ た ら 、 これは実務上の手続き で 、 質問 さ れて も答え られない と い う の では困 り ます

ので、 ち ょ っ と 整理 していただき たい と 思います。

○上田委員長 あ り が と う ご ざいま した。 それでは 、 事務局で。

0池 ノ 上委員 これか ら広報活動を どん どんやる と 思 う んですけれ ど も 、 こ の 間 ち ょ っ と

私が遭遇 した話ですが 、 医療関連死に関する判断等が 出て き てお り ま すが 、 あれ と こ れ と

が ごっ ち ゃ にな っ て し ま っ て 、 一般の臨床家の レベルでは非常に混乱 した議論が行われて

い る んですね。 だか ら 、 広報活動の場合は、 その レベルか ら き ち っ と 話を していただいた

ほ う が よ ろ しいか と 思います。

○鈴木委員 特に 、 民主党案は 、 死亡 に限定すべき じ ゃ ない と 言っ てい る んですね。 死亡

に限定すべき じゃ ない と い う こ と にな る と 、 民主党案だ と 、 こ れも こ れ と の関係が ど う な

る のか と い う のが よ く わか ら ない と こ ろ です よね。 そ んな こ と も あ っ て 、 死亡に限定する

か ど う か と い う 議論も あ っ て 、 こ れ と あれの関係。 今 、 一応の厚生労働省の大綱です と 、

向 こ う は死亡です し こ っ ち は死亡ではないので、 そ こ は違 う と い う こ と にな る んだろ う と

思 う んですけれ ど も 。

○木下委員 今 、 宮澤委員が ご指摘の大事な二つの点 、 加入率の問題、 こ れは産婦人科関

係の医療機関 、 肋産所も そ う であ り ますけれど も 、 非常に大 き な責任を負 っ てい る と 思い

ます。 こ れが 中途半端に入 ら ない も のが多い と い う よ う な こ と は 、 これはほん と に責任問

題だ ろ う と 考えてお り ま して 、 いかに全員 を加入 させる か と い う こ と の取 り 組みを してお

り ま す。 こ れは、 今 、 これか ら の話 と して ち ょ っ と 皆様方に。

厚労省か ら も 我々 医会に対 しま して積極的に加入をする よ う に と 、 い ろい ろ厚労省で も

仕組みを考えてお り ますけれ ど も 、 我 々 と して は 、 今 、 い ろ い ろ な ご議論が あ り ま した け

れ ど も 、 やは り そ も そ も こ う い っ た制度をつ く る あた っ て の理念 と い う も のが 、 こ れはや

っ ぱ り 一番基本ではないか。 それは何か と い う と 、 やは り 産婦人科医に と り ま して も 、 本

当 に障害を持たれた方、 脳性麻痺に な られた方に対 して何 と か一定の条件ではあ り ますけ

れ ど も補償する と い う ふ う な こ と は基本中 の基本であ り ま し て 、 い ろい ろ と 末端では訴訟

云々 と い う よ う な 、 や る と かや ら ない と か と い う 話に展開 さ れてい る んであ り ますけれ ど

も 、 基本は 、 思い と しま して は 、 各分娩機関 、 医師も そ う であ り ま すけれ ど も 、 障害を持

っ た方々 に何 と か無条件に補償 して あげる んだ と 。 今ま では損害賠償の裁判等で も っ て 、

勝て ば補償が得 られた けれ ど も 、 そ う じゃ ない方 、 も う かな り の部分がお られる わ けであ

り ま して 、 そ う い う 方に無条件で補償す る んだ と い う 仕組みをつ く ろ う と い う こ と が原点

でご ざいます。 そ う い っ たふ う な こ と か ら 、 民間保険 と い う 仕組みを 、 国はなかなか難 し

い と い う こ と になれば、 民間保険でで もやる う と 。 それは我々 医療機関が掛金を払 う 。 そ

れに よ っ て 当然分娩料も上げる かも しれない 、 上げない と こ ろ も あ る かも しれませんけれ

ど も 。 だ と する な ら ば、 国 と して も 積極的にい ろいろ な今 日 の産科医療の現状 も踏ま え 、

医療界がそ の く ら いの気持ちであ る な ら ば と い う こ と で出産育児一時金を上げる こ と と い
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う ふ う な 、 そ う いっ た仕組みに した と い う のが基本中 の基本だ と 思いますので、 そ う い う

原点 に立ち返 り ま して 、 何 と か一人でも 多 く 入れよ う と い う ふ う な こ と の取 り 組みを して

お り ま すので、 こ れは中途半端は許 されない こ と でご ざいますので 、 ほ と ん ど 9 割近 く は

何 と か入れ よ う と い う よ う な こ と の取 り 組みを してお り ます。

ですか ら 、 大病院 、 例え ば大学病院その他、 大病院では現場の医師 と 事務局そ の他 、 い

ろ い ろ 者ま け法 ら であ り ますので、 そ こ を ど う してい く か と い う こ と 、 これも 国 と し て も

やは り 制度上何 と か入 る仕組みを考えたい と い う ふ う な こ と が あ り ま して 、 検討 してお り

ま すが 、 そんな こ と を しなが ら と にか く 末端まで大病院 も含めて加入 させる と い う 仕組み

の こ と を努力 してお り ま すが 、 一応 、 き ょ う はそんなふ う な視点で取 り 組んでい る こ と の

パ ン フ レ ッ ト を こ こ に 出 し ま した ので、 見ていただき たい と 思います。 そんな こ と で対応

したい と 思いますので、 よ ろ し く お願い します。

○上田委員長 あ り が と う ございま した。 よ ろ し く お願い します。

その ほかご ざいませんで し ょ う か。

○小林委員 き ょ う 、 標準約款が 出 て き ま したので、 2 ペー ジ 目 の最初にな り ますが 、 第

3 条で、 ｢ 当 院は 、 当 院の管理下におけ る分娩に よ り ｣ で始ま っ ている んですが 、 例えば分

娩の経過が大変早 く て 、 その 当 院に到着する ま でに児が出て き た と い う 場合に どの よ う に

解釈する かですね。 それに よ っ て は 、 と り あ えず善意で受けた救急病院が対応に非常に困

っ て しま う 可能性 も あ り ますので、 その辺の と こ ろ を次回の運営委員会ま でに整理 してい

ただければ と 思います。

○上 田委員長 はい。 次回。

○勝村委員 僕 も次回に 向 けて なんですけれ ど も 、 患者への報告の話なんですけれ ど も 、

辻本委員か ら 、 す ぐ見て も 専門用語がわか ら ないか ら 簡単に と い う 、 そ う い う サー ビス の

よ う な形はお願いできれば して も ら っ て よ い と 思いますが 、 そ う い う 簡単に し た も の だけ

に な っ て しま わない よ う に と い う こ と をお願い したい。 だか ら 、 患者側 も勉強 し よ う と 思

っ た ら 、 い ろい ろ と 正式名称な どの専門用語の キー ワ ー ド と かそ う い う も のがかえ っ て逆

に必要にな っ て く る し 、 い ろ い ろ な人 と 相談する と い う こ と にな っ て く る と き に 、 あんま

り 簡単に な り 過ぎて 、 ｢わか り やす く しま した ｣ と い う のだけになっ て しま う と い う サー ビ

ス は情報開示や情報共有の議論では 、 過去にはあんま り いい形で評価 されていなかっ た と

思い ますので、 そ う い う サー ビス をする こ と と 、 や っ ぱ り 実際に き ち ん と 真摯に大人の扱

いを して出すべき も の は出す と い う こ と の両方をお願い したい と 思います。

0上 田委員長 はい。 わか り ま した。 その ほか ご ざいますで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

そ う し ま した ら 、 最後 、 その他でご ざいますが 、 何かご ざいますで し ょ う か。

3 ) そ の他

0河北委員 大変遅れてまい り ま して 申 し訳 ご ざいませんで した 。 私、 今 、 こ の財団法人

日 本医療機能評価機構の も う 一人の専務理事でご ざいますけれ ど も 、 財団全体の業務の総
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括を してい る専務理事でご ざいます。 ち ょ っ と 私か ら 一つ ご報告 と い う こ と で 、 共同保険

にかかわ る こ の配分の こ と を ち ょ っ と ご説明 を させていただき たい と い う ふ う に思います。

今ま で約 1 年半にわた っ て こ の財団法人 日 本医療機能評価機構が産科医療補償制度の運

営組織に な る と い う こ と で ご議論いただき 、 それか ら準備を して ま い り ま した けれ ど も 、

今回の こ の制度 と い う の は共同保険であ る と い う こ と になっ てお り ます。

それで、 こ の共同保険に 関 しま して 、 こ れを どの よ う に運営を してい く か と い う なかで、

引 き 受 け の割合を決めな ければな ら な く な っ てお り ま す。 今 、 ご議論いただき ま した よ う

に 、 標準補償約款も も う 決ま り ま して 、 それぞれ 6 社、 今 、 参加 を していただいてお り ま

すけれ ど も 、 保険約款を も っ て 申 請をす る と い う こ と に な っ てお り ますので 、 そ の 引受割

合を決定をする と い う こ と が必要に な り ま した 。 それで 、 こ の引受割合に関 し ま しては 、

6 社の なかで相互の支援体制 、 それか ら そ の相互の牽制体制が し っ か り する と い う こ と を

頭に入れなが ら 、 そ のサー ビス の品質の維持や向上に資す る と い う こ と を 中心に決めてい

き たい と 考えてお り ます。

具体的には、 東京海上 日 勤 、 損保ジャパン、 三井住友海上 、 日 本興亜損保 、 あいおい損

保、 それか ら 日 生同和損保、 こ の 6 社が今参加を していただいてお り ますけれ ど も 、 そ の

なかで運営を 円滑に行 う と い う こ と を主にその配分を決定 しな ければい けない と い う ふ う

に考えてお り ます。

そ こ で、 財団法人 日 本医療機能評価機構では 、 今 、 業務の執行に関 して運営会議 と い う 、

執行理事の集ま り の会議が ご ざいますので 、 こ ち ら の ほ う で こ の配分に 関 し ま して は議論

を して 、 最終的 には理事長が決裁をする と い う 形を取 り たい と い う ふ う に思っ ていますの

で 、 近々 そ の 引 き受けの割合を決定をす る と い う よ う な予定でご ざいます。 以上であ り ま

す。

○上 田委員長 何かご ざいますで し ょ う か。

○宮澤委員 先ほ ど私が発言 した の と 同 じ よ う な こ と なんですけれ ど も 、 引 き 受けの割合

と い う こ と にな る と 、 加入率を促進 させる よ う な形での こ と もぜひ念頭に置いていただき

たい と い う こ と と 、 それ と 永続性 と い う こ の点 もやは り 、 恐 ら く 引 き 受 けの割合に関連 し

て く る こ と だ と 思いますので、 念頭に置かれたい と い う 希望でご ざいます。

○河北委員 先ほ ど ご指摘をいただき ま した よ う に 、 まず 、 分娩を扱 う 医療機関の加入が

どの ぐ ら いの加入を していただけ る か と い う こ と がいち ばん大切であ っ て 、 そ の加入率が

低い と き にそ の責任を取 ら な ければい け ない と い う リ ス ク が非常に高い と い う こ と も 一つ

ご ざいます し 、 それか ら 、 20 年 と い う 長期 にわた っ ての安定的な運営を してい く と い う よ

う な こ と も ご ざいますので 、 それに資す る よ う な会社を選んでいかな ければい け ない と い

う こ と で 、 6 社が今挙が っ て い る わけであ り ま すので、 それか ら十分にそ う い う こ と を勘

案を して 、 今ま での各社の事業規模その他の決算の指標を活用 して 、 それか ら学識経験者、

今 、 3 名 の方にお話を伺いなが ら決定をする と い う よ う な今予定でお り ます。

○上 田委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 それでは 、 時間が ま い り ま したので、 本 日 の委員会
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を終わ り たい と 思います。

3 . 閉会

○上 田委員長 各委員におかれま して は大変お忙 しいなか、 ま こ と に あ り が と う ご ざいま

した。 き ょ う 、 い ろい ろ な ご意見 ･ ご指摘が ご ざいま したので、 その点については 、 事務

局でき ち ん と 整理を し ま して 、 次回 、 そ の 開催 日 については改め て ご案内 を 申 し上げます

ので、 ど う か よ ろ し く お願い したい と 思います。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。
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